
素素
敵敵
なな
店店
がが
、、
ここ
んん
なな
とと
ここ
ろろ
にに
。。 

丘丘
のの
上上
のの
シシ
ョョ
ッッ
ププ
第第 7722回回 

（（
株株
））
浄浄
法法
寺寺
漆漆
産産
業業 

ささ
んん 

北北
飯飯
岡岡
二二
丁丁
目目 

ウウ
ルル
シシ
のの
新新
しし
いい
採採
取取
方方
法法
・・
・・
・・
研研
究究
開開
発発
がが
進進
んん
でで
いい
まま
すす
！！ 

漆漆
普普
及及
のの
たた
めめ
にに
独独
立立
起起
業業
しし
まま
しし
たた
。。 

山山
のの
恵恵
みみ
、、
永永
続続
可可
能能
なな
資資
源源
とと
しし
てて
のの
漆漆
のの
奥奥
深深

ささ
にに
触触
れれ
てて
漆漆
にに
魅魅
了了
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。
まま
ささ
にに
、、
漆漆
にに

カカ
ブブ
レレ
まま
しし
たた
（（
笑笑
））。。 

家家
族族
のの
了了
解解
もも
得得
らら
れれ
てて
、、
漆漆
製製
品品
のの
ププ
ロロ
デデ
ュュ
ーー

スス
、、
そそ
れれ
とと
漆漆
産産
業業
のの
存存
続続
とと
発発
展展
をを
目目
標標
にに
しし
てて
会会

社社
をを
立立
ちち
上上
げげ
まま
しし
たた
。。 

 

（（ププロロフフィィーールル）） 
県県庁庁職職員員ととししてて二二戸戸にに異異動動ししたたののががキキッッカカケケでで漆漆にに出出会会

いい、、漆漆のの価価値値をを伝伝ええるるここととををラライイフフワワーーククととししてて選選ぶぶ。。 
22000099 年年にに会会社社をを設設立立。。小小ささななチチュューーブブ入入りり漆漆をを販販売売、、漆漆

塗塗りりのの車車ののハハンンドドルルななどどのの独独創創的的なな漆漆商商品品をを次次々々とと生生みみ出出
しし、、22001111 年年、、22001133 年年、、22001166 年年、、22002200 年年ととググッッドドデデザザイインン
賞賞をを受受賞賞しし注注目目をを集集めめてていいまますす。。 
ススイイススのの高高級級文文具具メメーーカカーーのの限限定定モモデデルル万万年年筆筆ににもも採採用用

さされれままししたた。。文文房房具具、、時時計計、、アアククセセササリリーーななどど、、ここれれままでで
ああままりり使使っってていいななかかっったた分分野野でで漆漆をを使使っってていいききたたいいでですす。。 

漆漆掻掻きき職職人人のの道道具具 
漆漆のの樹樹のの皮皮ををははぐぐ「「カカママ」」 

樹樹液液をを掻掻きき取取るる「「ヘヘララ」」 

樹樹にに傷傷ををつつけけるる刃刃ががつついいてていいるる 

「「漆漆カカンンナナ」」

ウウルルシシ採採取取ののたためめのの 
新新ししいい機機器器のの研研究究開開発発。。 
近近々々にに実実用用化化さされれまますす。。 

社社長長・・松松沢沢
まつざわ

 卓卓生生
たくお

 ささんん

漆漆
器器
はは
高高
価価
でで
敷敷
居居
がが
高高
いい
とと
思思
わわ
れれ
がが
ちち

でで
すす
しし
、、
漆漆
はは
カカ
ブブ
レレ
まま
すす
。。 

とと
ここ
ろろ
がが
、、
漆漆
はは
天天
然然
素素
材材
とと
しし
てて
はは
抜抜
群群

のの
耐耐
久久
性性
とと
美美
しし
ささ
をを
併併
せせ
持持
つつ
素素
晴晴
らら
しし
いい

素素
材材
でで
すす
。。 

国国
産産
漆漆
のの
七七
割割
はは
岩岩
手手
県県
内内
でで
生生
産産
ささ
れれ
てて

いい
まま
すす
がが
、、
職職
人人
のの
高高
齢齢
化化
がが
問問
題題
とと
なな
っっ
てて

いい
まま
すす
。。 

新新
しし
いい
技技
術術
でで
漆漆
をを
採採
取取
。。 

漆漆
をを
発発
展展
ささ
せせ
てて
いい
くく
たた
めめ
にに
はは
、、
多多
くく
のの
地地
域域
でで

漆漆
をを
採採
取取
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
すす
るる
ここ
とと
でで
すす
。。 

今今
、、
漆漆
のの
生生
産産
量量
をを
増増
やや
すす
たた
めめ
のの
研研
究究
開開
発発
をを
進進

めめ
てて
いい
まま
すす
。。 

従従
来来
とと
はは
違違
うう
、、
新新
しし
いい
技技
術術
でで
のの
採採
取取
方方
法法
をを
模模

索索
しし
てて
いい
まま
すす
。。
新新
しし
いい
方方
法法
なな
らら
五五
年年
かか
らら
七七
年年
くく

らら
いい
でで
漆漆
がが
採採
れれ
るる
とと
見見
込込
んん
でで
いい
まま
すす
。。 

そそ
うう
なな
れれ
ばば
、、
漆漆
製製
品品
はは
今今
よよ
りり
身身
近近
なな
もも
のの
にに
なな

るる
可可
能能
性性
がが
高高
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

http://www.japanjoboji.com/

（（株株））浄浄法法寺寺漆漆
うるし

産産業業

盛岡市北飯岡二丁目４−２３
ヘルステックイノベーションハブ 内

http://www.japanjoboji.com/
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うるし

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
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漆漆漆漆のののの基基基基礎礎礎礎知知知知識識識識  

漆漆
のの
現現
代代
的的
なな
価価
値値
にに
着着
目目
しし
てて
。。 

漆漆
をを
安安
定定
的的
にに
量量
産産
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
るる
まま
でで
はは
、、

まま
だだ
まま
だだ
時時
間間
がが
かか
かか
りり
まま
すす
がが
、、
県県
内内
外外
のの
ああ
ちち
ここ

ちち
でで
新新
しし
いい
「「
漆漆
のの
木木
のの
里里
」」
をを
作作
ろろ
うう
とと
いい
うう
取取
りり

組組
みみ
もも
広広
がが
っっ
てて
きき
てて
いい
まま
すす
。。 

漆漆
はは
「「
ジジ
ャャ
パパ
ンン
（（JJ

AA
PP
AANN

））」」
とと
呼呼
ばば
れれ
てて
ヨヨ
ーー
ロロ

ッッ
パパ
のの
人人
々々
にに
とと
っっ
てて
日日
本本
をを
象象
徴徴
すす
るる
魅魅
力力
的的
なな
素素

材材
でで
しし
たた
。。 

触触
っっ
たた
とと
きき
のの
しし
っっ
とと
りり
とと
しし
たた
質質
感感
、、
手手
にに
馴馴
染染

むむ
感感
じじ
・・
・・
・・
漆漆
なな
らら
でで
はは
のの
魅魅
力力
にに
触触
れれ
らら
れれ
、、
感感

じじ
らら
れれ
るる
環環
境境
をを
つつ
くく
りり
たた
いい
でで
すす
。。 現現在在、、国国内内にに流流通通ししてていいるる漆漆ののほほととんんどどはは中中国国産産。。漆漆はは、、

樹樹かからら採採取取すするる「「漆漆掻掻きき職職人人」」、、器器をを作作るる「「木木地地師師（（ききじじしし））」」、、
漆漆をを塗塗るる「「塗塗師師（（ぬぬしし））」」ななどど職職人人のの皆皆ささんんがが支支ええてていいまますす。。  
職職人人ささんんのの間間にに入入っってて普普及及のの役役割割をを担担いいたたいいとと思思いい起起業業
ししままししたた。。 
従従来来のの漆漆掻掻ききでではは、、66月月かからら 1100月月ににかかけけてて、、職職人人がが木木にに
傷傷ををつつけけてて、、丁丁寧寧にに漆漆をを集集めめてていいくく。。漆漆のの木木はは、、植植栽栽ししててかか
らら漆漆をを採採取取ででききるるよよううににななるるままででにに約約 1155年年かかかかるる。。ししかかもも、、
11本本のの漆漆のの木木かからら採採れれるる漆漆のの量量はは約約 220000gg。。おお椀椀がが 1100個個つつくく
れれるる程程度度のの量量でですす。。ココッッププ 11杯杯分分だだけけをを採採取取ししたたらら切切りり倒倒しし
てて終終わわりりでですす。。ままたた 1100年年ほほどどかかけけてて新新ししいい木木をを育育ててまますす。。

漆漆染染めめのの抗抗菌菌ママススクク 

木木製製消消毒毒液液ススタタンンドド。。 
ここれれはは漆漆製製ででははアアリリママセセンンがが、、 
累累計計 110000 台台をを突突破破ししてていいまますす。。 

トトヨヨタタ自自動動車車『『アアククアア』』。。 
フフロロンントトススポポイイララーー、、 
ササイイドドススカカーートト、、 
リリアアススポポイイララーー部部分分にに 
漆漆をを使使用用。。 

漆漆漆漆のののの新新新新ししししいいいい商商商商品品品品化化化化  

詳詳ししくくはは、、ササイイトトををごご覧覧くくだだささいい。。 

ttttpp::////wwwwww..jjaappaannjjoobboojjii..ccoomm// 

 

漆漆
はは
抗抗
ウウ
イイ
ルル
スス
性性
がが
ああ
るる
とと

言言
わわ
れれ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
れれ
がが
今今
、、

「「
追追
いい
風風
」」
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

発行：NPO法人いわて地域活性化フォーラム「緑が丘しんぶん 丘」編集室  滝沢市巣子 208-31 メール iwate.forum2015@gmail.com
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緑が丘・黒石野地区などから見える

印象深い景色をお届けします。

高高松松ににもも配配布布さされれてていいまますす。。 

緑緑緑緑がががが丘丘丘丘ししししんんんんぶぶぶぶんんんん  丘丘 
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診診療療科科目目：： 

脳脳神神経経内内科科、、内内科科 

リリハハビビリリテテーーシショョンン科科、、 

脳脳神神経経外外科科、、整整形形外外科科 

診診療療時時間間：： 

・・午午前前 99::0000～～1122::3300 

・・午午後後 22::0000～～ 66::0000 

休休 診診 日日：： 

・・木木曜曜日日午午後後 

・・土土曜曜日日午午後後 

・・日日曜曜日日//祝祝祭祭日日 
〒〒002200--00111144 盛盛岡岡市市高高松松３３丁丁目目９９－－８８ 

TTEELL..001199--660055--11111177 FFAAXX..001199--660055--11111188 

hhttttpp::////cclliinniicc--wwaattaannaabbee..ccoomm

松松園園方方面面 
 ↓↓ 

盛盛岡岡三三高高 
 

 ↑↑ 
上上田田方方面面 

メメガガネネのの 
松松田田ささんん 

 ↑↑ 
高高松松のの池池 

ＰＰ 

ガガソソリリンン 
ススタタンンドド 
ささんん 

フフ
ァァ
ミミ
リリ
ーー 

ママ
ーー
トト
ささ
んん 

院長：渡邊 活見（わたなべ かつみ）  日本神経学会 専門医

高高精精度度１１..５５テテススララ最最新新ＭＭＲＲＩＩ機機器器、、リリハハビビリリ施施設設完完備備 

９９千千世世帯帯 にに毎毎月月、、無無料料配配布布ししてていいまますす！！ 

ウウ
ォォ
ーー
クク
ママ
ンン
をを 

手手
にに
握握
っっ
てて
いい
たた 

幼幼
いい
ここ
ろろ
のの
晴晴
れれ
たた
日日
にに 

黒黒
石石
山山
のの
頂頂
上上
にに 

真真
っっ
黒黒
いい
大大
岩岩
がが
見見
ええ
たた 

窓窓
をを
開開
けけ
るる
とと 

回回
転転
すす
るる
銀銀
盤盤
かか
らら 

誰誰
かか
がが
手手
をを
振振
っっ
てて
いい
たた 

鳥鳥
にに
なな
っっ
たた
少少
年年
・・
・・
・・ 

そそ
んん
なな
タタ
イイ
トト
ルル
のの
歌歌
がが 

ああ
っっ
たた
っっ
けけ 

目目
をを
閉閉
じじ
てて
もも 

まま
だだ 

黒黒
いい
岩岩
とと
光光
るる
銀銀
盤盤 

作作
りり
話話
のの
世世
界界
のの
よよ
うう
なな 

まま
ぶぶ
たた
のの
裏裏 

 

つつ
たた
なな
いい
けけ
れれ
どど 

心心
のの
ここ
もも
っっ
たた
テテ
ーー
ママ 

走走
らら
せせ
るる
ボボ
イイ
スス
レレ
ココ
ーー
ダダ
ーー 

ここ
れれ
かか
らら 

ああ
なな
たた
のの
隣隣
でで
暮暮
らら
せせ
れれ
ばば
・・
・・
・・ 
 

天天
空空
のの
丘丘
でで
思思
っっ
てて
いい
まま
すす 

丘の上百景

岩脇町方面から(11/1)。毎年、紅葉が豪華！



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

ボボ
クク
のの
耳耳
奥奥
かか
らら
、、『『
リリ
スス
ペペ
クク
トト
のの
リリ
スス
』』
とと
言言
うう
声声
がが
聴聴
ここ
ええ
たた
がが
、、
ちち
ょょ
っっ

とと
前前
にに
、、
ボボ
クク
はは
気気
がが
付付
いい
てて
いい
たた
。。
とと
きき
どど
きき
、、
ボボ
クク
のの
耳耳
奥奥
かか
らら
聴聴
ここ
ええ
てて
来来

たた
つつ
ぶぶ
やや
きき
のの
よよ
うう
なな
もも
のの
、、
そそ
のの
声声
にに
聞聞
きき
覚覚
ええ
がが
ああ
っっ
たた
。。
聞聞
きき
覚覚
ええ
？？
とと
いい

うう
ここ
とと
はは
、、
ボボ
クク
のの
記記
憶憶
がが
戻戻
っっ
てて
来来
てて
いい
るる
証証
拠拠
だだ
ろろ
うう
かか
。。『『
リリ
スス
ペペ
クク
トト
のの
リリ

スス
』』
とと
いい
うう
声声
がが
しし
たた
とと
きき
、、
とと
うう
とと
うう
ボボ
クク
はは
腹腹
をを
立立
てて
たた
。。 

「「
死死
んん
だだ
んん
じじ
ゃゃ
なな
かか
っっ
たた
のの
かか
？？
親親
父父
！！
」」
ボボ
クク
はは
、、
声声
にに
出出
しし
てて
抗抗
議議
しし
たた
。。 

『『
息息
子子
よよ
、、
やや
っっ
とと
気気
がが
付付
いい
てて
くく
れれ
たた
かか
。。』』
声声
のの
主主
がが
反反
応応
しし
たた
。。
奇奇
妙妙
なな
ここ

とと
だだ
がが
、、
ボボ
クク
はは
、、
ここ
うう
しし
てて
耳耳
のの
中中
にに
いい
るる
親親
父父
とと
対対
話話
しし
てて
いい
るる
。。 

「「
リリ
スス
ペペ
クク
トト
のの
リリ
スス
っっ
てて
、、
何何
？？
」」
ボボ
クク
はは
、、
耳耳
奥奥
のの
父父
にに
訊訊
いい
たた
。。 

『『
リリ
スス
だだ
っっ
てて
、、
リリ
スス
ペペ
クク
トト
すす
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
ささ
。。』』
耳耳
奥奥
かか
らら
のの
父父
のの
声声
だだ
。。 

ボボ
クク
のの
声声
がが
、、
教教
室室
にに
いい
るる
美美
紀紀
ちち
んん
にに
まま
でで
聞聞
ここ
ええ
たた
よよ
うう
だだ
。。 

「「
んん
？？
・・
・・
・・
リリ
スス
もも
、、
敬敬
意意
をを
表表
すす
。。
何何
？？
」」
怪怪
訝訝
なな
顔顔
でで
美美
紀紀
ちち
んん
はは
言言
っっ

たた
。。
まま
ささ
かか
、、
ボボ
クク
がが
父父
とと
会会
話話
しし
てて
いい
るる
とと
はは
、、
夢夢
にに
もも
思思
っっ
てて
いい
なな
いい
だだ
ろろ
うう
。。 

そそ
れれ
をを
聴聴
いい
てて
友友
彦彦
もも
、、
怪怪
訝訝
なな
顔顔
色色
だだ
。。
友友
彦彦
はは
、、「「
おお
前前
、、
大大
丈丈
夫夫
かか
？？
」」
とと

小小
声声
でで
訊訊
いい
てて
来来
たた
。。
でで
もも
ボボ
クク
はは
、、
うう
なな
づづ
くく
他他
なな
かか
っっ
たた
。。
まま
ささ
かか
、、
耳耳
のの
中中

のの
父父
とと
会会
話話
しし
てて
いい
るる
とと
はは
言言
ええ
なな
かか
っっ
たた
のの
だだ
。。
そそ
のの
とと
きき
、、
チチ
ャャ
イイ
ムム
がが
鳴鳴
りり

響響
いい
たた
。。
昼昼
休休
みみ
がが
終終
わわ
るる
知知
らら
せせ
だだ
。。
午午
後後
のの
授授
業業
がが
始始
まま
っっ
てて
もも
、、
父父
はは
ボボ
クク

のの
耳耳
奥奥
でで
ブブ
ツツ
ブブ
ツツ
とと
何何
かか
言言
っっ
てて
いい
たた
。。
ボボ
クク
はは
、、
見見
てて
見見
ぬぬ
ふふ
りり
、、
いい
やや
、、
聴聴

いい
てて
聴聴
かか
ぬぬ
ふふ
りり
をを
すす
るる
しし
かか
なな
かか
っっ
たた
。。
何何
せせ
、、
午午
後後
イイ
チチ
のの
授授
業業
はは
、、
うう
るる
ささ

型型
のの
、、
例例
のの
教教
師師
だだ
っっ
たた
かか
らら
だだ
。。 

「「
今今
日日
はは
、、
モモ
ッッ
カカ
ンン
のの
話話
をを
すす
るる
。。」」 

日日
本本
史史
のの
飯飯
野野
先先
生生
のの
授授
業業
がが
始始
まま
っっ
たた
。。
先先
生生
はは
『『
木木
簡簡
』』
とと
板板
書書
しし
てて
かか
らら

生生
徒徒
にに
尋尋
ねね
たた
。。「「
ここ
れれ
まま
でで
、、
どど
んん
なな
木木
簡簡
がが
出出
土土
しし
たた
かか
、、
知知
っっ
てて
いい
るる
人人
はは
？？
」」 

すす
るる
とと
、、
ボボ
クク
のの
手手
がが
自自
然然
にに
挙挙
がが
っっ
たた
。。
耳耳
奥奥
でで
親親
父父
がが
囁囁
いい
てて
いい
たた
。。
ボボ
クク

はは
、、
そそ
のの
言言
葉葉
をを
オオ
ウウ
ムム
返返
しし
でで
言言
っっ
たた
。。
いい
やや
、、
言言
わわ
ささ
れれ
てて
いい
たた
・・
・・
・・
。。 

「「
役役
人人
のの
勤勤
務務
記記
録録
をを
書書
いい
たた
木木
簡簡
がが
ああ
りり
まま
すす
。。
役役
人人
がが
何何
日日
働働
いい
たた
かか
、、
名名

前前
やや
年年
齢齢
がが
書書
かか
れれ
たた
木木
簡簡
。。
他他
にに
もも
、、
役役
所所
がが
住住
民民
をを
呼呼
びび
出出
しし
てて
いい
るる
木木
簡簡
もも

出出
まま
しし
たた
。。」」
ボボ
クク
はは
自自
分分
でで
言言
っっ
てて
いい
なな
がが
らら
、、
そそ
うう
かか
とと
内内
心心
でで
思思
っっ
てて
いい
るる
。。 

「「
高高
梨梨
、、
よよ
くく
知知
っっ
てて
いい
るる
なな
。。
」」
飯飯
野野
先先
生生
はは
ボボ
クク
をを
褒褒
めめ
たた
。。 

『『
今今
ここ
ここ
でで
父父
がが
言言
っっ
てて
いい
まま
すす
』』
なな
どど
とと
はは
答答
ええ
らら
れれ
なな
いい
。。 

「「
・・
・・
・・
木木
簡簡
はは
、、
役役
所所
のの
公公
文文
書書
でで
もも
ああ
っっ
たた
。。
今今
日日
のの
授授
業業
でで
はは
、、『『
郡郡
評評
（（
ぐぐ

んん
ぴぴ
ょょ
うう
））
論論
争争
』』
をを
取取
りり
上上
げげ
るる
。。
ここ
れれ
はは
、、
大大
学学
のの
入入
試試
問問
題題
にに
出出
るる
ここ
とと
もも

ああ
るる
。。」」
飯飯
野野
先先
生生
はは
、、
話話
をを
本本
題題
にに
進進
めめ
たた
。。
先先
生生
のの
話話
にに
よよ
るる
とと
、、
地地
方方
行行
政政
のの

単単
位位
とと
ささ
れれ
てて
いい
たた
『『
郡郡
（（
ここ
おお
りり
））』』
はは
、、『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
にに
はは
、、
六六
四四
五五
年年
のの
大大

化化
改改
新新
でで
制制
定定
ささ
れれ
たた
とと
記記
載載
ささ
れれ
てて
いい
るる
。。
だだ
がが
、、
当当
時時
、、
実実
際際
にに
はは
、、『『
郡郡
（（
ここ

おお
りり
））』』
よよ
りり
洗洗
練練
ささ
れれ
てて
いい
なな
いい
『『
評評((

ここ
おお
りり))

』』
とと
いい
うう
制制
度度
だだ
けけ
だだ
っっ
たた
のの
でで

はは
なな
いい
かか
。。
そそ
うう
いい
うう
論論
争争
がが
研研
究究
者者
のの
中中
でで
ああ
っっ
たた
。。
そそ
しし
てて
、、
現現
代代
にに
なな
っっ
てて
、、

藤藤
原原
宮宮
のの
跡跡
かか
らら
、、
ああ
るる
木木
簡簡
がが
発発
見見
ささ
れれ
たた
のの
だだ
とと
いい
うう
。。 

「「
そそ
のの
木木
簡簡
はは
」」
飯飯
野野
先先
生生
がが
腕腕
をを
組組
んん
だだ
。。「「
・・
・・
・・
一一
九九
六六
七七
年年
にに
、、
藤藤
原原
京京

のの
遺遺
跡跡
かか
らら
出出
土土
しし
たた
」」
そそ
うう
言言
っっ
てて
先先
生生
はは
、、
黒黒
板板
にに
文文
字字
をを
書書
いい
たた
。。 

『『
己己
亥亥
年年
十十
月月
上上
捄捄
国国
阿阿
波波
（（
評評
））
松松
里里
』』
先先
生生
はは
『『
評評
』』
のの
字字
にに
括括
弧弧
をを
付付
けけ

たた
。。「「
己己
亥亥
年年
とと
いい
うう
のの
はは
六六
九九
九九
年年
のの
ここ
とと
だだ
。。
そそ
しし
てて
、、
ここ
ここ
にに
『『
評評
』』
とと
いい
うう

文文
字字
がが
ああ
るる
だだ
ろろ
？？
」」
先先
生生
はは
黒黒
板板
をを
指指
しし
示示
しし
たた
。。「「
だだ
かか
らら
、、
大大
宝宝
令令
がが
施施
行行
ささ

れれ
るる
直直
前前
のの
六六
九九
九九
年年
まま
でで
はは
、、
『『
郡郡
』』
でで
はは
なな
くく
、、『『
評評
』』
のの
制制
度度
がが
残残
ささ
れれ
てて
いい

たた
。。
そそ
うう
判判
明明
しし
たた
んん
だだ
。。」」
先先
生生
はは
、、
一一
呼呼
吸吸
をを
置置
いい
たた
。。「「
『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
にに
書書
かか

れれ
てて
ああ
るる
よよ
うう
なな
『『
郡郡
（（
ここ
おお
りり
））』』
制制
度度
がが
すす
でで
にに
存存
在在
しし
たた
とと
いい
うう
ここ
とと
はは
脚脚
色色

だだ
とと
断断
定定
ささ
れれ
たた
。。」」
つつ
まま
りり
、、
飯飯
野野
先先
生生
がが
言言
うう
にに
はは
、、『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
にに
はは
六六
四四

五五
年年
のの
大大
化化
改改
新新
のの
詔詔
（（
みみ
ここ
とと
のの
りり
））
にに
『『
郡郡
』』
制制
度度
のの
採採
用用
がが
うう
たた
わわ
れれ
てて
いい

るる
がが
、、
実実
際際
はは
、、『『
郡郡
』』
制制
度度
はは
七七
〇〇
一一
年年
のの
大大
宝宝
律律
令令
のの
制制
定定
以以
後後
にに
採採
用用
ささ
れれ
たた

ここ
とと
がが
明明
らら
かか
とと
なな
っっ
たた
。。「「
『『
評評
』』
制制
度度
しし
かか
成成
立立
しし
てて
いい
なな
かか
っっ
たた
のの
にに
、、
ささ
らら

にに
洗洗
練練
ささ
れれ
たた
『『
郡郡
』』
制制
度度
がが
成成
立立
しし
てて
いい
たた
とと
『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
がが
虚虚
偽偽
のの
表表
現現
をを

しし
たた
のの
はは
、、
なな
ぜぜ
かか
？？
・・
・・
・・
」」
ここ
れれ
はは
父父
のの
声声
だだ
。。
ボボ
クク
のの
耳耳
奥奥
かか
らら
聴聴
ここ
ええ
たた
。。

ボボ
クク
はは
、、
少少
しし
だだ
けけ
考考
ええ
てて
かか
らら
思思
っっ
たた
。。 

『『
日日
本本
書書
紀紀
』』
はは
何何
かか
をを
焦焦
っっ
てて
いい
たた
のの
だだ
。。 

つつ
まま
りり
、、
後後
にに
なな
っっ
てて
整整
うう
統統
治治
体体
制制
がが
すす
でで
にに
成成
立立
しし
てて
いい
たた
とと
、、
なな
ぜぜ
かか
『『
日日

本本
書書
紀紀
』』
はは
虚虚
偽偽
のの
脚脚
色色
をを
しし
たた
のの
だだ
。。 

（２）

がが丘丘ボボーーイイ読読みみ切切りり連連作作小小説説 伊伊
い

古古兄兄
こあに

 ロロタタ

第第 2222話話  木木簡簡がが告告げげるる焦焦りり
「緑が丘学園高校」の高梨真人を主人公にした

青春ミステリー小説。全４８話です。

「日日是好日（にちにちこれこうじつ）」とは、「毎日が素晴らしい」と

いう意味です。私たちは今この時を大切にして生きています。あるとき

は庭の花を愛で、あるときはホントに誰かに恋をして。「日日是好日」

になぞらえて、想い出の日々を高前田博子さんが綴ってくれます。

（編集室）
日日日日日日日日是是是是恋恋日日日日  

  

））

「「
水水
割割
りり
にに
もも
っっ
とと
氷氷
をを
入入
れれ
てて
。。
カカ
ララ
オオ
ケケ
かか
けけ

てて
ねね
。。
ここ
のの
おお
しし
んん
ここ
、、
塩塩
のの
気気
なな
いい
。。
醤醤
油油
・・
・・
・・
。。
」」 

次次
かか
らら
次次
とと
注注
文文
のの
多多
いい
客客
だだ
。。 

ここ
のの
人人
がが
「「
飛飛
鳥鳥
」」
のの
ママ
ママ
かか
。。 

男男
をを
引引
きき
付付
けけ
るる
つつ
やや
やや
かか
なな
髪髪
がが
揺揺
れれ
るる
。。 

濃濃
いい
目目
のの
アア
イイ
ララ
イイ
ンン
がが
、、
パパ
ンン
ダダ
かか
子子
狸狸
をを
思思
わわ

せせ
るる
。。 

四四
十十
をを
少少
しし
出出
たた
位位
でで
、、
若若
くく
もも
美美
しし
くく
もも
なな
いい
。。 

スス
パパ
ンン
ココ
ーー
ルル
のの
付付
いい
たた
黒黒
いい
ドド
レレ
スス
がが
、、
場場
末末
のの

酒酒
場場
のの
ママ
ママ
にに
しし
てて
はは
洒洒
落落
てて
いい
るる
。。 

まま
っっ
赤赤
なな
口口
紅紅
がが
黒黒
のの
ドド
レレ
スス
にに
映映
ええ
るる
。。 

彼彼
女女
はは
自自
分分
のの
店店
がが
跳跳
ねね
るる
とと
、、
よよ
くく
飲飲
みみ
にに
来来
てて

呉呉
れれ
たた
。。 

いい
つつ
もも
金金
離離
れれ
のの
いい
いい
年年
配配
のの
客客
とと
一一
緒緒
だだ
。。 

帰帰
りり
しし
なな
にに
「「
おお
ああ
いい
そそ
」」
とと
張張
りり
のの
ああ
るる
声声
でで
、、

客客
かか
らら
預預
かか
っっ
たた
鰐鰐
革革
のの
財財
布布
かか
らら
札札
びび
らら
をを
切切
るる

姿姿
はは
カカ
ッッ
ココ
いい
いい
。。 

相相
変変
わわ
らら
ずず
のの
せせ
っっ
かか
ちち
なな
注注
文文
もも
、、
度度
重重
なな
るる
うう

ちち
にに
気気
にに
なな
らら
なな
くく
なな
っっ
たた
。。 

一一
ヶヶ
月月
ほほ
どど
しし
てて
「「
飛飛
鳥鳥
」」
のの
常常
連連
客客
のの
杉杉
村村
がが
来来

たた
。。 客客

はは
回回
遊遊
魚魚
だだ
。。 

ああ
ちち
ここ
ちち
のの
店店
をを
回回
っっ
てて
歩歩
くく
。。 

ささ
ほほ
どど
、、
彼彼
とと
親親
しし
くく
なな
いい
私私
はは
、、
「「
飛飛
鳥鳥
」」
のの
ママ

ママ
のの
話話
題題
でで
何何
とと
かか
話話
をを
繋繋
いい
だだ
。。 

連連載載 

高高前前田田 博博子子ささんんのの「「想想いい出出エエッッセセーー」」 

（Ｃ） Ｎ.Ｈ

第第 88話話   宴宴

高高前前田田博博子子ささんん 
『『岩岩手手日日報報随随筆筆賞賞』』最最優優秀秀賞賞をを

受受賞賞さされれままししたた。。雫雫石石町町在在住住。。 

「「
飛飛
鳥鳥
のの
ママ
ママ
、、
っっ
てて
素素
敵敵
ねね
。。
ささ
ばば
ささ
ばば
しし
たた
話話

しし
方方
がが
好好
きき
。。
」」 

ママ
ママ
にに
引引
かか
れれ
てて
いい
るる
杉杉
村村
はは
、、
気気
をを
よよ
くく
しし
てて
、、

「「
だだ
らら
、、
行行
っっ
てて
見見
るる
べべ
。。
ろろ
くく
なな
食食
べべ
物物
もも
無無
いい
どど

もも
。。」」 
 

「「
飛飛
鳥鳥
」」
のの
つつ
まま
みみ
はは
スス
ナナ
ッッ
クク
菓菓
子子
とと
、、
実実
家家
かか

らら
持持
っっ
てて
来来
たた
キキ
ュュ
ウウ
リリ
とと
ダダ
イイ
ココ
ンン
のの
古古
漬漬
だだ
けけ

とと
いい
うう
。。 

「「
ママ
ママ
のの
話話
題題
がが
尽尽
きき
なな
いい
のの
でで
長長
居居
しし
てて
しし
まま

っっ
たた
。。」」
とと
杉杉
村村
はは
笑笑
うう
。。 

「「
俺俺
はは
二二
十十
年年
来来
のの
付付
きき
合合
いい
だだ
。。」」 

ママ
ママ
はは
若若
いい
頃頃
、、
女女
だだ
てて
らら
にに
土土
木木
作作
業業
員員
をを
しし
たた

りり
、、
八八
幡幡
、、
鶯鶯
宿宿
のの
酒酒
場場
をを
渡渡
りり
歩歩
いい
たた
りり
しし
てて
苦苦
労労

しし
たた
らら
しし
いい
。。 

「「
ああ
のの
狭狭
いい
店店
にに
年年
増増
女女
がが
三三
人人
もも
いい
るる
。。
まま
るる
でで

動動
物物
園園
だだ
。。」」 

そそ
のの
夜夜
、、
私私
はは
いい
つつ
もも
よよ
りり
早早
くく
暖暖
簾簾
をを
下下
ろろ
しし
、、

「「
飛飛
鳥鳥
」」
のの
重重
いい
ドド
アア
をを
開開
いい
たた
。。 

「「
まま
ああ
。。
ママ
ママ
ささ
んん
よよ
くく
いい
らら
しし
てて
呉呉
れれ
まま
しし
たた
。。」」 

聞聞
きき
慣慣
れれ
てて
いい
るる
がが
、、
いい
つつ
もも
とと
違違
っっ
てて
丁丁
寧寧
なな
声声

がが
とと
んん
でで
きき
たた
。。 

今今
夜夜
はは
私私
のの
方方
がが
おお
客客
だだ
っっ
たた
。。 

私私
達達
にに
遠遠
慮慮
しし
てて
若若
いい
男男
がが
席席
をを
立立
っっ
たた
。。 

「「
おお
金金
無無
いい
んん
でで
しし
ょょ
。。
今今
日日
はは
いい
いい
かか
らら
。。
まま
たた

ねね
。。」」 

ママ
ママ
はは
男男
をを
見見
送送
っっ
たた
。。 

会会
話話
のの
邪邪
魔魔
をを
しし
なな
いい
音音
量量
のの
ＢＢ
ＧＧ
ＭＭ
だだ
。。 

控控
ええ
目目
のの
照照
明明
にに
気気
がが
落落
ちち
着着
くく
。。 

名名
画画
のの
複複
製製
なな
どど
もも
掛掛
かか
っっ
てて
おお
らら
ずず
、、
シシ
ンン
ププ
ルル

なな
壁壁
だだ
っっ
たた
。。 

「「
杉杉
村村
ささ
んん
、、
今今
日日
はは
まま
たた
、、
何何
かか
いい
いい
香香
りり
ねね
。。」」 

ママ
ママ
はは
客客
のの
ヘヘ
アア
トト
ニニ
ッッ
クク
のの
匂匂
いい
かか
らら
、、
靴靴
のの
先先

のの
尖尖
りり
具具
合合
まま
でで
ぬぬ
かか
りり
なな
くく
褒褒
（（
ほほ
））
めめ
るる
。。 

宴宴
のの
席席
でで
はは
、、
喧喧
嘩嘩
のの
元元
とと
なな
るる
政政
治治
のの
話話
をを
敢敢
ええ

てて
すす
るる
。。
大大
丈丈
夫夫
かか
なな
とと
思思
うう
ほほ
どど
のの
政政
治治
批批
判判
もも
ああ

るる
。。
かか
とと
思思
ええ
ばば
、、
客客
にに
合合
わわ
せせ
てて
巨巨
人人
フフ
ァァ
ンン
にに
なな

っっ
たた
りり
、、
阪阪
神神
フフ
ァァ
ンン
にに
なな
っっ
たた
りり
しし
てて
話話
をを
盛盛
りり
上上

げげ
るる
。。 

 

今今
すす
ぐぐ
にに
でで
もも
抱抱
かか
れれ
てて
もも
いい
いい
よよ
うう
なな
素素
振振
りり

でで
、、
ママ
ママ
はは
客客
にに
しし
なな
だだ
れれ
掛掛
かか
りり
、、
期期
待待
をを
持持
たた
せせ

るる
。。 最最

後後
はは
うう
まま
くく
躱躱
（（
かか
わわ
））
すす
。。
一一
杯杯
食食
わわ
ささ
れれ
たた

とと
解解
りり
つつ
つつ
もも
客客
はは
遣遣
りり
取取
りり
をを
楽楽
しし
むむ
。。 

 

次次
のの
日日
のの
昼昼
近近
くく
だだ
っっ
たた
。。 

「「
ママ
ママ
ささ
んん
、、
ママ
フフ
ララ
ーー
忘忘
れれ
たた
わわ
よよ
。。」」 

「「
飛飛
鳥鳥
」」
のの
ママ
ママ
かか
らら
電電
話話
がが
ああ
っっ
たた
。。
すす
ぐぐ
使使
うう

物物
でで
はは
なな
いい
がが
、、
ママ
ママ
のの
昼昼
のの
生生
活活
をを
ちち
ょょ
っっ
とと
のの
ぞぞ

きき
たた
くく
てて
、、
急急
いい
でで
取取
りり
にに
行行
っっ
たた
。。 

 

薄薄
暗暗
いい
カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
隅隅
にに
はは
、、
フフ
ォォ
ーー
カカ
スス
、、
週週

刊刊
現現
代代
、、
べべ
スス
トト
セセ
ララ
ーー
のの
本本
がが
高高
くく
積積
まま
れれ
てて
いい

たた
。。
ママ
ママ
のの
話話
題題
のの
源源
をを
見見
たた
気気
がが
しし
たた
。。 

時時
折折
、、
昼昼
にに
遊遊
びび
にに
行行
きき
、、
本本
をを
借借
りり
てて
親親
しし
ささ
をを

増増
しし
てて
いい
っっ
たた
。。 

 

まま
たた
たた
くく
間間
にに
一一
年年
がが
過過
ぎぎ
たた
。。 

ああ
るる
日日
、、
夜夜
もも
更更
けけ
てて
客客
もも
皆皆
帰帰
っっ
たた
。。 

いい
つつ
にに
なな
くく
深深
酒酒
しし
たた
ママ
ママ
をを
気気
遣遣
っっ
てて
、、
私私
はは
帰帰

りり
そそ
びび
れれ
てて
いい
たた
。。
宴宴
のの
後後
のの
飲飲
みみ
残残
しし
のの
ググ
ララ
スス
、、

山山
盛盛
りり
のの
灰灰
皿皿
のの
間間
かか
らら
ママ
ママ
のの
酔酔
っっ
たた
声声
がが
しし
たた
。。 

 

「「
もも
うう
少少
しし
付付
きき
合合
っっ
てて
。。
淋淋
しし
いい
よよ
。。」」 

 

三三
年年
後後
、、
ママ
ママ
はは
体体
調調
をを
崩崩
しし
、、
「「
飛飛
鳥鳥
」」
はは
店店
仕仕

舞舞
いい
とと
なな
っっ
たた
。。 

ほほ
どど
なな
くく
、、
ピピ
ザザ
、、
パパ
スス
タタ
のの
店店
、、
若若
いい
女女
のの
子子
がが

カカ
ウウ
ンン
タタ
ーー
のの
中中
にに
いい
るる
モモ
ダダ
ンン
なな
店店
がが
次次
々々
とと
開開

店店
しし
たた
。。 

 

ここ
ぎぎ
れれ
いい
でで
、、
おお
いい
しし
いい
物物
をを
出出
すす
店店
はは
随随
分分
とと
増増

ええ
たた
。。 

だだ
がが
、、
心心
にに
染染
みみ
てて
、、
話話
のの
解解
るる
ママ
ママ
のの
いい
るる
店店
はは
、、

だだ
んん
だだ
んん
少少
なな
くく
なな
っっ
てて
きき
たた
。。 

   ＰＰ

松松園園 
ババスス・・タターーミミナナルル 

松松
園園
方方
面面 

四四
十十
四四
田田

ダダ
ムム
方方
面面 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面 

フファァミミリリーーママーートト 西西松松園園店店 
盛盛岡岡市市西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５ 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
はは
「「
どど
ここ
もも
同同
じじ
」」
っっ
てて 

思思
っっ
てて
いい
まま
せせ
んん
かか
？？ 

とと
ここ
ろろ
がが
、、
違違
うう
んん
でで
すす
よよ
。。 

 

どど
ここ
がが
？？ 

 

んん
ーー
ーー
んん
。。 

まま
ずず
はは
、、
店店
主主
とと
スス
タタ
ッッ
フフ
がが
違違
うう
でで
しし
ょょ
？？ 

ココ
ンン
ビビ
ニニ
のの
個個
性性
はは 

店店
主主
とと
スス
タタ
ッッ
フフ
のの
個個
性性
なな
んん
でで
すす
よよ
。。 

ごご自自分分ののおお店店ののこことと、、ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？  

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん」」にに広広告告をを出出すすとと、、売売りり上上げげがが伸伸びびるる、、

そそんんなな実実例例がが生生ままれれてていいまますす。。 

ああ!!!! 

ままだだ、、読読んんででいいたただだいいてていいまますすねね。。あありりががととううごござざいいまますす。。

別別ペペーージジのの広広告告欄欄へへ続続ききまますす。。 

更なる次作「が丘レディ」（全 107話）が現在、木曜日「盛岡タイムス」紙で連載されています。



第第 1199話話  アアンンニニュュイイ 

飽飽
食食
でで
きき
るる
よよ
うう
にに
なな
っっ
たた
のの
はは

つつ
いい
半半
世世
紀紀
ほほ
どど
前前
かか
らら
でで
すす
。。 

でで
もも
イイ
ンン
スス
リリ
ンン
のの
機機
能能
はは
変変
わわ

らら
ずず
、、
糖糖
質質
がが
体体
内内
にに
入入
っっ
てて
くく
れれ

ばば
せせ
っっ
せせ
とと
脂脂
肪肪
にに
変変
ええ
てて
体体
内内
にに

溜溜
めめ
込込
んん
でで
飢飢
餓餓
にに
備備
ええ
まま
すす
。。 

夜夜
食食
のの
後後
にに
運運
動動
でで
もも
すす
れれ
ばば
いい

いい
のの
でで
すす
がが
、、
そそ
んん
なな
人人
はは
まま
ずず
いい

なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
。。 

そそ
のの
結結
果果
おお
いい
しし
いい
夜夜
食食
はは
そそ
のの

まま
まま
おお
腹腹
回回
りり
のの
脂脂
肪肪
とと
なな
っっ
てて
しし

まま
いい
まま
すす
。。 

第第 3355話話  夜夜食食ははややめめよようう 

ずず
っっ
とと
飢飢
餓餓
状状
態態
にに
ああ
っっ
たた
人人
類類 

夕夕
食食
後後
かか
らら
就就
寝寝
まま
でで
のの
間間
にに
何何

かか
おお
いい
しし
いい
もも
のの
をを
食食
べべ
るる
習習
慣慣
がが

ああ
るる
方方
もも
多多
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

甘甘
いい
もも
のの
やや
せせ
んん
べべ
いい
なな
どど
糖糖
質質

（（
炭炭
水水
化化
物物
））
のの
もも
のの
でで
ああ
れれ
ばば
、、
当当

然然
血血
糖糖
値値
がが
上上
昇昇
しし
、、
そそ
れれ
をを
抑抑
ええ
るる

たた
めめ
膵膵
臓臓
かか
らら
イイ
ンン
スス
リリ
ンン
がが
分分
泌泌

ささ
れれ
まま
すす
。。 

イイ
ンン
スス
リリ
ンン
はは
血血
糖糖
値値
をを
下下
げげ
るる

ほほ
かか
にに
、、
脂脂
肪肪
をを
増増
やや
しし
てて
肥肥
満満
をを
招招

きき
まま
すす
。。 

人人
類類
はは
地地
球球
上上
にに
出出
現現
しし
てて
かか
らら

ずず
っっ
とと
飢飢
餓餓
のの
状状
態態
でで
しし
たた
。。 

肥肥
満満
・・
老老
化化
をを
招招
かか
なな
いい
たた
めめ
にに 

夕夕
食食
かか
らら
朝朝
食食
まま
でで
のの
間間
のの
十十
二二

時時
間間
はは
絶絶
食食
しし
てて
血血
糖糖
値値
をを
上上
げげ

ずず
、、
そそ
しし
てて
消消
化化
器器
をを
いい
たた
わわ
りり
まま

しし
ょょ
うう
。。 

もも
っっ
とと
もも
夜夜
間間
でで
もも
消消
化化
器器
はは
一一

生生
懸懸
命命
働働
いい
てて
いい
まま
すす
がが
、、
夜夜
食食
なな

どど
でで
余余
計計
なな
働働
きき
をを
ささ
せせ
なな
いい
ここ
とと

はは
大大
切切
でで
すす
。。 

東東
洋洋
医医
学学
にに
おお
いい
てて
もも
夜夜
食食
（（
時時

なな
らら
ぬぬ
飲飲
食食
））
をを
しし
なな
いい
よよ
うう
にに
戒戒

めめ
てて
いい
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
イイ
ンン
スス
リリ
ンン
はは
肥肥
満満
のの
ほほ

かか
にに
老老
化化
もも
招招
きき
まま
すす
。。 

肥肥
満満
とと
老老
化化
をを
避避
けけ
るる
第第
一一
歩歩
とと

しし
てて
、、
夜夜
食食
のの
習習
慣慣
がが
ああ
っっ
たた
らら
やや

めめ
たた
ほほ
うう
がが
賢賢
明明
でで
しし
ょょ
うう
。。 

 

十十
月月
某某
日日
、、
曇曇
りり
。。
雪雪
がが
降降
るる
前前
にに
、、
まま
ずず
はは
ココ
ママ
ーー
シシ
ャャ
ルル
でで
すす
。。 

クク
リリ
スス
ママ
スス
がが
恋恋
しし
くく
なな
るる
今今
のの
季季
節節
のの
おお
スス
スス
メメ
でで
すす
。。
美美
味味
しし
いい
クク

リリ
スス
ママ
スス
ケケ
ーー
キキ
とと
クク
リリ
スス
ママ
スス
チチ
キキ
ンン
、、
今今
年年
はは
、、
ウウ
チチ
のの
フフ
ァァ
ミミ
ママ
でで

いい
かか
がが
でで
すす
かか
？？
ウウ
チチ
のの
店店
でで
のの
ごご
予予
約約
をを
おお
待待
ちち
しし
てて
まま
ーー
すす
。。 

ささ
てて
ささ
てて
、、
最最
近近
もも
、、
たた
くく
ささ
んん
おお
客客
ささ
んん
かか
らら
声声
をを
掛掛
けけ
てて
もも
らら
っっ
てて

いい
まま
すす
。。
うう
れれ
しし
ーー
限限
りり
でで
すす
。。
先先
日日
もも
おお
客客
ささ
んん
がが
ここ
うう
言言
うう
のの
でで
すす
。。 

「「
妖妖
精精
とと
思思
しし
きき
おお
客客
ささ
んん
にに
指指
先先
でで
ツツ
ンン
ツツ
ンン
しし
たた
話話
題題
がが
面面
白白
くく

てて
。。
」」
でで
もも
ワワ
タタ
クク
シシ
はは
、、
妖妖
精精
とと
かか
何何
かか
がが
『『
見見
ええ
るる
』』
体体
質質
でで
はは
ああ
りり

まま
せせ
んん
。。
至至
っっ
てて
、、
ごご
くく
フフ
ツツ
ーー
なな
んん
でで
すす
よよ
。。 

別別
のの
おお
客客
ささ
んん
がが
「「
エエ
ッッ
セセ
ーー
がが
面面
白白
いい
、、
そそ
うう
家家
内内
がが
言言
っっ
てて
いい
まま
すす
」」

とと
おお
っっ
しし
ゃゃ
っっ
てて
くく
れれ
てて
ウウ
レレ
シシ
ーー
でで
すす
。。 

実実
情情
をを
申申
しし
まま
すす
とと
、、
ここ
のの
エエ
ッッ
セセ
ーー
はは
イイ
ンン
タタ
ビビ
ュュ
ーー
ささ
れれ
テテ
ーー
ププ
起起

ここ
しし
ささ
れれ
てて
ワワ
タタ
クク
シシ
がが
校校
正正
しし
たた
もも
のの
でで
しし
てて
、、
ワワ
タタ
クク
シシ
はは
正正
確確
なな
意意

味味
でで
はは
「「
執執
筆筆
」」
しし
てて
おお
りり
まま
せせ
んん
でで
すす
。。
編編
集集
室室
ささ
んん
のの
脚脚
色色
のの
筆筆
にに
よよ

るる
とと
ここ
ろろ
がが
大大
きき
いい
とと
思思
わわ
れれ
まま
すす
。。
自自
分分
でで
もも
文文
才才
がが
ああ
るる
とと
はは
思思
ええ
まま

せせ
んん
のの
でで
、、
そそ
ここ
のの
とと
ここ
ろろ
、、
ごご
理理
解解
くく
だだ
ささ
いい
ねね
。。 

そそ
うう
はは
言言
いい
まま
しし
てて
もも
、、
ここ
のの
エエ
ッッ
セセ
ーー
のの
思思
いい
はは
ワワ
タタ
クク
シシ
のの
もも
のの
でで

すす
かか
らら
「「
文文
責責
」」
はは
ワワ
タタ
クク
シシ
にに
ああ
りり
まま
すす
。。
なな
のの
でで
気気
をを
つつ
けけ
てて
校校
正正
しし

てて
いい
るる
つつ
もも
りり
でで
すす
。。 

先先
月月
もも
、、
編編
集集
室室
ささ
んん
かか
らら
のの
第第
一一
次次
原原
稿稿
がが
ここ
んん
なな
のの
でで
しし
たた
。。 

『『
今今
年年
はは
、、
ウウ
チチ
のの
フフ
ァァ
ミミ
ママ
のの
、、
美美
味味
しし
いい
クク
リリ
スス
ママ
スス
ケケ
ーー
キキ
とと
クク

リリ
スス
ママ
スス
チチ
キキ
ンン
をを
、、
ああ
のの
方方
とと
一一
緒緒
にに
食食
べべ
てて
みみ
てて
はは
いい
かか
がが
でで
すす
かか
？？ 

そそ
しし
てて
、、
そそ
しし
てて
、、
告告
るる
（（
告告
白白
すす
るる
ここ
とと
））
にに
はは
ウウ
ッッ
テテ
ツツ
ケケ
のの
夜夜
にに

しし
てて
下下
ささ
いい
ねね
、、
ハハ
イイ
（（
笑笑
））
。。』』 

ここ
れれ
はは
完完
全全
にに
編編
集集
室室
ささ
んん
のの
「「
暴暴
走走
」」
でで
しし
てて
、、
ワワ
タタ
クク
シシ
はは
「「
告告
るる
」」

なな
どど
とと
はは
申申
しし
てて
いい
まま
せせ
んん
（（
笑笑
））
。。
穏穏
当当
にに
「「
家家
族族
やや
おお
友友
だだ
ちち
とと
楽楽
しし

くく
過過
ごご
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。」」
とと
直直
しし
てて
もも
らら
いい
まま
しし
たた
。。 

ささ
てて
ささ
てて
、、
最最
近近
、、
別別
のの
おお
客客
ささ
んん
にに
「「
店店
長長
ささ
んん
、、
少少
しし
ガガ
オオ
っっ
てて
いい

るる
みみ
たた
いい
。。
アア
ンン
ニニ
ュュ
イイ
なな
感感
じじ
。。」」
とと
言言
わわ
れれ
まま
しし
たた
。。 

アア
ンン
ニニ
ュュ
イイ
とと
はは
フフ
ララ
ンン
スス
語語
でで
「「
気気
だだ
るる
いい
感感
じじ
」」
とと
いい
うう
意意
味味
でで
すす
。。 

おお
客客
ささ
んん
はは
そそ
のの
時時
、、
ワワ
タタ
クク
シシ
のの
姿姿
をを
見見
てて
「「
元元
気気
がが
なな
いい
みみ
たた
いい
」」

とと
思思
っっ
たた
らら
しし
いい
でで
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
体体
がが
丈丈
夫夫
なな
のの
はは
ワワ
タタ
クク
シシ
のの
取取
りり
柄柄
でで
しし
てて
、、
風風
邪邪
なな
んん
かか

引引
いい
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。
ごご
心心
配配
いい
たた
だだ
いい
たた
よよ
うう
でで
スス
イイ
ママ
セセ
ンン

ねね
。。
ささ
てて
、、
今今
日日
もも
仕仕
事事
だだ
ああ
。。 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （３）

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

バ
イ
パ
ス
で
信
号
待
ち
し
て
い

た
ら
、
前
に
止
ま
っ
て
い
る
車
、

２
台
横
並
び
で
、
同
じ
ナ
ン
バ
ー

８
０-

０
８

こ
れ
っ
て
す
ご
い
確
率
じ
ゃ
な

い
？と

助
手
席
の
母
と
話
し
て
盛
り

上
が
っ
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
数
時
間
後
、
前
に
走
っ

て
い
る
車
の
ナ
ン
バ
ー

８
０-

０
８

１
日
に
同
じ
ナ
ン
バ
ー
３
台
っ

て
！す

ご
く
な
い
で
す
か
ー

と
に
か
く
、
び
っ
く
り
し
た
出

来
事
で
し
た
♪

枝
豆こ

の
夏
も
た
く
さ
ん
枝
豆
食

べ
ま
し
た
。
と
言
う
か
毎
日
、

冷
凍
枝
豆
食
べ
て
ま
す
（
笑
）。

と
こ
ろ
で
、
枝
豆
、
私
は
、

な
ぜ
か
「
縦
に
」
食
べ
て
し
ま

う
癖
が
・
・
・
。
枝
豆
、「
縦
に

食
べ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
思
う
の
で
す
が
、

先
日
、
息
子
が
『
お
母
さ
ん
、

そ
も
そ
も
が
間
違
っ
て
る
よ
！

枝
豆
っ
て
、
押
し
出
す
と
口
に

飛
ん
で
く
る
ん
だ
よ
』

『
え
～
そ
う
な
の
？
知
ら
な

か
っ
た
～
』

そ
れ
か
ら
は
、
意
識
し
て
枝

豆
を
、
手
で
押
し
出
し
て
口
へ

飛
ば
す
練
習
を
し
て
い
ま
す

（
笑
）。

家家
族族
日日
記

第 72回

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

バ
イ
パ
ス
で
信
号
待
ち
し
て
い

た
ら
、
前
に
止
ま
っ
て
い
る
車
、

２
台
横
並
び
で
、
同
じ
ナ
ン
バ
ー

８
０-

０
８

こ
れ
っ
て
す
ご
い
確
率
じ
ゃ
な

い
？と

助
手
席
の
母
と
話
し
て
盛
り

上
が
っ
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
数
時
間
後
、
前
に
走
っ

て
い
る
車
の
ナ
ン
バ
ー

８
０-

０
８

１
日
に
同
じ
ナ
ン
バ
ー
３
台
っ

て
！す

ご
く
な
い
で
す
か
ー

と
に
か
く
、
び
っ
く
り
し
た
出

来
事
で
し
た
♪

枝
豆こ

の
夏
も
た
く
さ
ん
枝
豆
食

べ
ま
し
た
。
と
言
う
か
毎
日
、

冷
凍
枝
豆
食
べ
て
ま
す
（
笑
）。

と
こ
ろ
で
、
枝
豆
、
私
は
、

な
ぜ
か
「
縦
に
」
食
べ
て
し
ま

う
癖
が
・
・
・
。
枝
豆
、「
縦
に

食
べ
て
も
い
い
じ
ゃ
な
い
か
」

と
思
う
の
で
す
が
、

先
日
、
息
子
が
『
お
母
さ
ん
、

そ
も
そ
も
が
間
違
っ
て
る
よ
！

枝
豆
っ
て
、
押
し
出
す
と
口
に

飛
ん
で
く
る
ん
だ
よ
』

『
え
～
そ
う
な
の
？
知
ら
な

か
っ
た
～
』

そ
れ
か
ら
は
、
意
識
し
て
枝

豆
を
、
手
で
押
し
出
し
て
口
へ

飛
ば
す
練
習
を
し
て
い
ま
す

（
笑
）。

記

第 72回

ほほ
んん
わわ
かか
・・
・・
・・ 

緑が丘で保険代理店を

経営されている佐藤晴紀

さんの会社のみなさんの

日々の出来事を、日記で

紹介します。

連載

「販促（はんそく）」とは「販売促進」のこと。今は、「セールス・プロモーション

（Sales Promotion）」などと呼ばれます。客にとって魅力ある販売スタイルのこと

ですね。西松園と高松４丁目でファミマを経営されている阿部江津子さんが、セー

ルス・プロモーションにつながるようなコラムを連載してくれます。おススメ商品

など女子の「つぶやき」を随時掲載します。お楽しみに。（編集室）

女女性性店店長長のの ココンンビビニニ日日誌誌 
阿阿部部江江津津子子ささんん 

緑が丘でダンス教室を開いている「いわもちダンス・スタジオ」さんの
ミニ・コラムです。ダンスにまつわる楽しいお話を掲載します。

ダダンンススをを踊踊るる時時「「フフッットトワワーークク」」がが大大切切でですす。。 

フフッットトワワーーククととはは「「フフロロアアにに接接触触すするる足足のの裏裏のの置置きき方方とと使使いい方方」」

ののこことと。。ダダンンススでではは「「つつまま先先 かからら着着くくかか、、かかかかとと かからら着着くくかか」」

決決ままっってていいまますす。。例例ええばば、、ワワルルツツははススイインンググダダンンススとと言言わわれれ、、時時

計計のの振振りり子子ややブブラランンココののよよううにに揺揺れれ動動くくよよううにに踊踊るるたためめ、、足足裏裏のの

「「フフッットトワワーークク」」がが重重要要ににななりりまますす。。 

ワワルルツツはは３３拍拍子子ななののでで「「１１、、２２、、３３」」のの１１小小節節でで１１ススイインンググしし

まますす。。少少しし専専門門的的にに書書くくとと、、下下記記ののよよううににななりりまますす。。 

ここううししてて、、足足のの裏裏ををももれれななくく使使いいまますす。。 

足足裏裏をを使使ううここととでで足足のの関関節節（（足足首首、、ヒヒザザ、、股股関関節節））がが動動

かかささりり、、ふふくくららははぎぎにに刺刺激激ががいいききまますす。。 

 

ワワルルツツののフフッットトワワーークク体体験験ししててみみまませせんんかか？？ 
無無料料体体験験、、ややっっててままーーすす。。 

佐々木
さ さ き

正人
まさひと

先生

鍼灸師  鍼灸ささき・院長。

高松で鍼灸治療院を開いています。

趣味はトライアスロンです。

佐佐 々々木木先先生生のの ひひひとととくくくちちちコココラララムムム

東東洋洋医医学学のの話話  

体体ののパパワワーーススポポッットト 

大大切切なな人人ととのの最最期期ののおお別別れれ・・・・・・尊尊厳厳ああるる形形ででおお手手伝伝いいししまますす。。 

北北山山浄浄光光会会館館  

電電話話 ００１１９９－－６６１１３３－－２２８８６６６６ ００１１２２００－－００９９－－２２３３４４３３ 
（（株株））駒駒木木葬葬祭祭 

還還 か
え

っっ
てて
いい
くく
人人
をを  

静静
かか
にに
見見
送送
りり
たた
いい 

ベベルルフフままつつぞぞのの 
松松園園３３－－１１８８－－２２００  電電話話 ６６６６２２－－５５１１５５２２ 

営営業業時時間間 午午前前９９時時～～午午後後１１００時時 

箱箱清清水水・・高高松松方方面面行行ききななどどのの路路線線ももあありりまますす。。 

詳詳ししいい路路線線・・時時刻刻表表はは、、 

店店内内ににああるるチチララシシををごご覧覧くくだだささいい。。 

ままたた、、ネネッットトかからら下下記記をを見見てて下下ささいい。。 

hhttttppss::////wwwwww..iiwwaattee..ccoooopp//sshhoopp//bbuuss// 

 
＜＜配配達達地地域域＞＞ベベルルフフままつつぞぞのの店店をを中中心心にに「「半半径径２２kkmm以以内内」」。。 

緑緑がが丘丘地地域域もも配配達達圏圏内内でですす。。 

＜＜配配達達時時間間＞＞９９時時～～１１７７時時ままででのの受受付付分分はは、、当当日日配配達達。。 

１１７７時時以以降降のの受受付付分分はは、、翌翌日日配配達達でですす。。 

「「おお買買いい物物ババスス」」 

「「配配達達ササーービビスス」」（（無無料料））！！

夢夢ののよよううなな購購買買ススタタイイルル 

「「おお買買いい物物ババスス」」でで店店舗舗にに来来てて、、買買いい物物ををししまますす。。 

ササーービビススカカウウンンタターーでで「「荷荷物物ををここここままでで配配達達ししてて」」とと言言いいまますす。。 

ままたた手手ぶぶららでで無無料料ババススでで、、おお家家にに帰帰りりまますす。。 

少少ししすするるとと、、店店舗舗かからら荷荷物物がが配配達達さされれまますす・・・・・・。。 

              

新新時時刻刻表表でで 運運行行ししてていいまますす。。 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面
へへ 

松松
園園
交交
番番 

P松松
園園 

消消
防防
署署 

岩岩
銀銀
ささ
んん 

北北
銀銀
ささ
んん 

リリニニュュアアルル！！ 

ドドララッッググ・・ココーーナナーーをを一一新新ししままししたた。。 

「「毎毎日日のの暮暮ららししにに、、ささららにに役役にに立立つつ」」 

そそんんなな、、おお店店をを目目指指ししままししたた。。 

１１．．かかかかとと かからら つつまま先先へへ 

２２．．つつまま先先 継継続続 

３３．．つつまま先先 かからら降降りりるる 

足足のの裏裏のの話話、、ももうう一一つつ 

社社社社交交交交ダダダダンンンンススススのの話話（（33337777）） 

  

））



ココ
ロロ
ナナ
、、
ココ
ロロ
ナナ
でで
ママ
スス
クク
生生
活活
。。 

大大
変変
でで
すす
よよ
ねね
。。 

しし
かか
しし
、、
せせ
っっ
かか
くく
なな
のの
でで
、、
ママ
スス

クク
生生
活活
をを
チチ
ャャ
ンン
スス
にに
しし
てて
チチ
ャャ
レレ

ンン
ジジ
はは
いい
かか
がが
でで
しし
ょょ
うう
かか
？？ 

我我
々々
がが
言言
うう
のの
もも
少少
しし
おお
かか
しし
いい

のの
でで
すす
がが
、、
顔顔
がが
隠隠
れれ
てて
いい
るる
分分
、、
思思

いい
切切
っっ
たた
髪髪
型型
にに
チチ
ャャ
レレ
ンン
ジジ
しし
やや

すす
いい
のの
かか
なな
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

少少
々々
、、
短短
くく
てて
もも
ママ
スス
クク
をを
しし
てて
いい

るる
うう
ちち
にに
伸伸
びび
るる
でで
しし
ょょ
うう
しし
、、
おお
そそ

らら
くく
当当
分分
ママ
スス
クク
生生
活活
でで
すす
。。 

ババ
ッッ
ササ
リリ
シシ
ョョ
ーー
トト
にに
挑挑
戦戦
しし
てて

みみ
るる
とと
かか
、、
いい
つつ
もも
よよ
りり
前前
髪髪
をを
短短
くく

しし
てて
みみ
るる
とと
かか
、、
パパ
ーー
ママ
をを
かか
けけ
てて
みみ

るる
とと
かか
。。 

いい
つつ
もも
なな
らら
ちち
ょょ
っっ
とと
戸戸
惑惑
っっ
てて

しし
まま
うう
ここ
とと
もも
、、
ママ
スス
クク
生生
活活
のの
うう
ちち

にに
やや
っっ
てて
みみ
るる
のの
もも
一一
つつ
のの
手手
かか
とと

思思
いい
まま
すす
。。 

気気
分分
転転
換換
にに
なな
るる
しし
、、
何何
よよ
りり
経経
験験

にに
なな
るる
のの
でで
、、
きき
っっ
とと
ここ
れれ
かか
らら
もも
活活

かか
ささ
れれ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
よよ
。。 

美美
容容
師師
ささ
んん
とと
よよ
くく
相相
談談
しし
てて
くく

だだ
ささ
いい
ねね
（（
笑笑
））。。 

聞聞
ここ
ええ
はは
心心
とと
体体
のの
ビビ
タタ
ミミ
ンン
剤剤
、、 

 

おお
早早
うう
ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
納納
品品
時時
にに
はは
すす
でで
にに
気気

にに
入入
っっ
てて
使使
いい
ここ
なな
せせ
るる
状状
態態
をを
作作
っっ
てて
いい
くく
補補

聴聴
器器
１１
番番
館館
のの
田田
中中
敦敦
でで
すす
。。 

 

耳耳
・・
聞聞
ここ
ええ
のの
問問
題題
はは
人人
とと
人人
とと
のの
間間
にに
見見
ええ

なな
いい
垣垣
根根
をを
作作
るる
、、
とと
いい
っっ
たた
様様
なな
内内
容容
のの
話話
しし

をを
ああ
のの
ママ
ザザ
ーー
テテ
レレ
ササ
はは
しし
たた
そそ
うう
でで
すす
。。 

耳耳
とと
聞聞
ここ
ええ
のの
問問
題題
、、
ここ
のの
機機
会会
にに
家家
族族
内内
でで

一一
度度
「「
話話
しし
合合
うう
機機
会会
」」
をを
持持
っっ
てて
みみ
まま
せせ
んん
かか
。。 

  

私私
事事
でで
すす
がが
「「
顔顔
のの
シシ
ミミ
」」
がが
濃濃
くく
多多
くく
なな
っっ

てて
しし
まま
いい
家家
族族
よよ
りり
ふふ
けけ
てて
見見
ええ
るる
かか
らら
まま
たた
取取

っっ
てて
もも
らら
っっ
たた
らら
？？
とと
。。 

そそ
ここ
でで
「「
シシ
ミミ
取取
りり
」」
のの
レレ
ーー
ザザ
ーー
治治
療療
をを
しし

てて
もも
らら
いい
まま
しし
たた
。。 

全全
部部
でで
顔顔
1122
ケケ
所所
、、
レレ
ーー
ザザ
ーー
でで
焼焼
いい
たた
？？ 

そそ
のの
痕痕
はは
更更
にに
黒黒
くく
焦焦
げげ
たた
訳訳
でで
おお
会会
いい
しし
たた

方方
々々
にに
はは
皆皆
、、
驚驚
かか
れれ
てて
いい
まま
すす((

悪悪
いい
病病
気気
でで
はは

ああ
りり
まま
せせ
んん
「「
笑笑
」」))

。。 

 
  

聞聞
ここ
ええ
辛辛
いい
事事
でで
何何
かか
とと
損損
しし
てて

なな
いい
？？ 
 

早早
速速
でで
すす
がが
今今
月月
のの
テテ
ーー
ママ
にに
沿沿
っっ
たた
おお

話話
。。
周周
りり
でで
何何
とと
話話
しし
てて
るる
のの
かか
？？
周周
りり
でで
何何

がが
起起
きき
てて
いい
るる
のの
かか
？？ 

 

もも
っっ
とと
聞聞
けけ
たた
らら
どど
んん
なな
にに
嬉嬉
しし
いい
のの

かか
！！ 

とと
思思
っっ
たた
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
かか
？？ 

 

難難
聴聴
にに
よよ
っっ
てて
耳耳
とと
脳脳
のの
間間
のの
正正
常常
なな
関関

係係
がが
乱乱
ささ
れれ
るる
とと
、、
①①
脳脳
へへ
届届
けけ
らら
れれ
るる
音音
のの

情情
報報
がが
少少
なな
くく
なな
りり
まま
すす
。。
②②
音音
情情
報報
がが
欠欠
けけ

るる
ここ
とと
でで
脳脳
はは
音音
をを
とと
らら
ええ
るる
事事
がが
難難
しし
くく

なな
りり
まま
すす
。。
③③
相相
手手
のの
言言
葉葉
をを
推推
測測
すす
るる
為為
にに

よよ
りり
集集
中中
をを
求求
めめ
らら
れれ
まま
すす
。。
④④
必必
要要
以以
上上
のの

努努
力力
がが
強強
いい
らら
れれ
るる
ここ
とと
でで
会会
話話
をを
覚覚
ええ
つつ

いい
てて
いい
くく
たた
めめ
のの
認認
知知
資資
源源
をを
消消
耗耗
ささ
せせ
まま

すす
。。
⑤⑤
会会
話話
のの
後後
にに
よよ
りり
疲疲
れれ
をを
感感
じじ
まま
すす
。。

⑥⑥
社社
会会
的的
活活
動動
かか
らら
距距
離離
をを
置置
きき
がが
ちち
にに
なな

るる
。。((

オオ
ーー
テテ
ィィ
ココ
ンン
社社
資資
料料
よよ
りり
参参
照照))

 

 

ここ
のの
事事
はは
気気
持持
ちち
・・
感感
情情
にに
もも
大大
きき
くく
影影
響響

をを
及及
ぼぼ
しし
てて
くく
るる
よよ
うう
でで
、、
ごご
本本
人人
がが
気気
付付
いい

てて
いい
なな
いい
ケケ
ーー
スス
でで
はは
周周
りり
やや
家家
族族
のの
ササ
ポポ

ーー
トト
もも
必必
要要
にに
なな
っっ
てて
いい
くく
でで
しし
ょょ
うう
。。 

読読
者者
のの
皆皆
ささ
んん
のの
ごご
家家
庭庭
ごご
家家
族族
はは
どど
うう

でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

ここ
のの
会会
社社
のの
考考
ええ
方方
・・
特特
長長
とと
はは
、、 

会会
話話
かか
らら
よよ
りり
多多
くく
のの
情情
報報
をを
得得
るる
たた
めめ

周周
囲囲
３３
６６
００
度度
のの
音音
をを
積積
極極
的的
にに
取取
りり
込込
むむ

とと
いい
うう
よよ
うう
なな
ココ
ンン
セセ
ププ
トト
のの
元元
、、
補補
聴聴
器器
をを

提提
案案
しし
てて
いい
まま
すす
。。((

簡簡
単単
にに
説説
明明
すす
れれ
ばば
、、

他他
社社
はは
指指
向向
性性
とと
言言
うう
機機
能能
をを
使使
いい
音音
・・
人人
のの

声声
をを
優優
先先
すす
るる
・・
絞絞
りり
込込
むむ
設設
計計
をを
採採
用用
。。
余余

計計
なな
音音
のの
類類
はは
入入
れれ
なな
いい
・・
抑抑
ええ
るる
とと
いい
うう
考考

ええ
方方
のの
動動
作作
をを
採採
用用
しし
てて
いい
まま
すす))

 

 

           
但但
しし
、、
色色
々々
なな
音音
もも
耳耳
かか
らら
入入
っっ
てて
くく
るる
たた

めめ
自自
分分
にに
はは
「「
うう
るる
ささ
いい
」」
とと
評評
価価
ささ
れれ
るる
方方

もも
おお
らら
れれ
まま
すす((

慣慣
れれ
るる
為為
にに
時時
間間
的的
なな
期期
間間

をを
要要
すす
るる
事事
をを
前前
提提
とと
しし
まま
すす))

。。 

当当
店店
でで
はは
ごご
自自
宅宅
やや
職職
場場
にに
持持
ちち
帰帰
りり
実実

際際
にに
オオ
ーー
テテ
ィィ
ココ
ンン
社社
のの
調調
整整
ささ
れれ
たた
補補
聴聴

器器
をを
評評
価価
しし
てて
いい
たた
だだ
くく
環環
境境
をを
整整
ええ
てて
いい

まま
すす
。。
ごご
希希
望望
ささ
れれ
るる
方方
はは
ごご
予予
約約
のの
上上
おお
申申

しし
付付
けけ
くく
だだ
ささ
いい
。。 

※※ 

きき
ここ
ええ
がが
気気
にに
なな
っっ
たた
らら
、、
まま
ずず
はは
耳耳

鼻鼻
咽咽
喉喉
科科
でで
のの
診診
察察
をを
おお
勧勧
めめ
しし
てて
いい
まま
すす
。。 

 

今今
月月
もも
有有
難難
うう
ごご
ざざ
いい
まま
しし
たた
。。 

 
緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （４）

第５６話 マスクがチャンス

2010 年ＨＩＫＡＲＩＣＵＰグラン

プリ・ジャーナル賞、2012年ミルボ

ン・デザイナーズアビリティー最高

賞、2018年ジャパンへアドレッシン

グ・アワード北海道・東北エリア・

ノミネートなど多数受賞。

『風とａｏの美容室』店主。

中中
なか

舘舘
だて

 弥弥
や

寿寿
す

夫夫
お

 ささんん 

中舘さんがおっしゃいました。「だれもが『自分の髪で

生きていく』と決めていますよね。でも、意外と知ら

ないんですよ、自分の髪と頭皮のこと」（編集室）

カカリリススママ美美容容師師ののエエッッセセーー 

第第２２１１話話（（番番外外編編）） 脳脳ははよよりり多多くくのの音音情情報報をを求求めめててるる??  オオーーテティィココンン社社 

田田中中
た な か

 敦敦
あつし

 ささんん

補補聴聴器器でで取取りり戻戻すす ！！ 

笑笑顔顔ああふふれれるる日日常常生生活活

連連載載 
（（アアッッププデデーートト版版）） 

風風ととａａｏｏのの美美容容室室髪が、心地よく風になびく……
自分らしいことに気づく瞬間です。

緑緑がが丘丘ヒヒルルズズ入入口口。。 
tteell  001199--668811--44330022  

定定休休日日はは月月曜曜。。不不定定休休あありりまますす。。

営営業業時時間間 火火～～土土 1100::0000～～2200::0000 
日日・・祝祝 1100::0000～～1188::0000

詳しくはホームページをどうぞ

メール y.nakadate@outlook.jp
LINE@  @ｉｓａ7399

知ったら優しくしちゃう、髪のこと

髪と頭皮と

私

田田中中ささんんののおお仕仕事事はは、、おお１１人人おお１１人人がが抱抱

ええるる悩悩みみ事事・・困困りり事事のの解解決決にに向向けけたた考考ええ方方

情情報報のの提提供供ををととててもも大大切切ににししてていいまますす。。 

認定補聴器専門店を経営されている田中敦さんのコラム。リニュアルしました。
田中さんのお父様も補聴器を使用中だそうです。「まず不安の解決、そして次に、
喜んでもらいたい」という気持ちを大切にしている田中さんの本音コラム。
そのアップデート版です。（編集室）

ここのの秋秋、、音音楽楽好好ききににははたたままららなないい 

機機能能ととししてて「「オオーーテティィココンンママイイミミュュ

ーージジッックク」」とといいううププロロググララムム((音音設設定定))

がが出出ままししたた。。補補聴聴器器ユユーーザザーーににととっってて

はは、、かかっっててののよよううにに音音楽楽をを楽楽ししむむこことと

がが難難ずずかかししいい方方もも少少ななくくあありりまませせんん

ででししたた。。 

MMoorree11・・２２・・３３シシリリーーズズがが対対象象。。 

ははりり灸灸   

ささささきき 

鍼鍼灸灸治治療療  佐佐々々木木正正人人  

診診察察日日時時はは電電話話ででごご相相談談くくだだささいい。。

☎☎ 001199--666633--66333377 

市市立立 
図図書書館館 
 

高高松松のの池池 

国国道道４４号号線線

のの池池 

幼幼稚稚園園 

ﾊﾊﾘﾘｽｽﾄﾄｽｽ 
正正教教会会 

坂坂道道をを登登るる 

P
高高松松 11--55--44 

往往
診診
でで
きき
まま
すす
。。
不不
定定
休休
でで
すす
。。 

休休
日日
・・
夜夜
間間
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
ごご
相相
談談
くく
だだ
ささ
いい
。。 

従従来来型型のの補補聴聴器器のの動動作作ののイイ

メメーージジととししててはは、、写写真真のの様様なな正正

面面のの人人のの声声・・顔顔をを向向けけたた人人のの声声

をを優優先先ととななるるよようう制制御御。。 

 

そそここでで、、オオーーテティィココンン社社はは、、

よよりり本本来来のの脳脳のの働働ききにに注注目目しし

たた様様でですす。。写写真真のの様様ななごごくく当当たた

りり前前のの姿姿にに補補聴聴器器がが働働くくよようう

ななココンンセセププトトをを採採用用しし市市場場にに

提提案案ししままししたた。。後後はは残残さされれたた脳脳
のの働働ききににままかかせせてて。。 

回回顧顧((生生存存))展展伊伊古古兄兄 ロロタタ
ikoani  rottah

２２００２２１１年年 
１１１１月月１１５５日日（（月月）） 

～～１１１１月月３３００日日（（火火）） 

赤赤林林山山をを望望むむ 

伊伊古古兄兄ロロタタ（（iikkooaannii rroottttaahh））ププロロフフィィーールル 

北北海海道道生生ままれれ。。「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」でで４４年年ににわわたたりり

小小説説デデビビュューー作作「「がが丘丘ガガーールル」」（（全全 4488 話話））がが連連載載さされれ、、

次次作作「「がが丘丘ボボーーイイ」」（（全全 4499 話話））はは、、22001199 年年 99 月月よよりり「「盛盛

岡岡タタイイムムスス」」紙紙でで１１年年間間、、連連載載さされれままししたた。。更更ななるる次次作作

「「がが丘丘レレデディィ」」（（全全 110077 話話））はは現現在在、、「「盛盛岡岡タタイイムムスス」」紙紙

でで連連載載さされれてておおりりまますす。。 

そそんんなな伊伊古古兄兄ロロタタがが、、過過去去にに描描いいたた絵絵画画のの展展覧覧会会をを「「回回

顧顧（（生生存存））展展」」ととししてて行行いいたたくくななりりままししたた。。ももううここれれ以以

上上、、詩詩もも絵絵もも小小説説もも「「ややららなないい」」ののでで、、「「回回顧顧展展」」とと銘銘打打

つつここととににししままししたた。。 

ししかかしし、、伊伊古古兄兄ははままだだ生生ききてていいまますす（（笑笑））。。そそれれでで「「回回

顧顧（（生生存存））展展」」ととななりりままししたた。。ごご笑笑覧覧くくだだささいい。。 

中中津津川川 
上上
ノノ
橋橋 

 電電力力ビビルル 

市市役役所所  

県県庁庁 北北ホホテテルル 

公公会会堂堂 

県県民民会会館館 

水水産産会会館館 

喫喫茶茶 ママママ 
営営業業時時間間 1111::0000〜〜2211::0000 
定定休休日日 日日曜曜日日 
本本町町通通 11--88--1100  電電話話 001199--662222--55557766 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 
（５）

地域の方々の健康維持と増進のためのコラムを書いていただくよう、
先生にお願いしました。関係方面のご理解のもと、連載することと
いたしました。（編集室）

わわたたななべべ先先生生のの健健康康ノノーートト（（第第６６９９回回）） 

渡渡邊邊
わたなべ

 活活見見
かつみ

 先先生生 
（（ププロロフフィィーールル）） 
わわたたななべべ内内科科・・脳脳神神経経内内科科ククリリニニッックク
（（高高松松３３丁丁目目））院院長長。。長長年年ににわわたたりり、、
脳脳神神経経内内科科医医ととししてて診診療療ににたたずずささわわっっ
ててここらられれままししたた。。医医大大時時代代ははババイイオオリリ
ンンをを演演奏奏ししてておおらられれたたそそううでですす。。 

不不快快ななそそのの症症状状、、『『むむずずむむずず脚脚症症候候群群』』かかもも・・・・？？
でで！！ 

むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
のの
症症
状状 

「「
むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
」」
のの
症症
状状
にに
はは
、、
次次
のの
４４
つつ
のの 

特特
徴徴
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

①① 

脚脚
のの
不不
快快
感感
とと
動動
かか
しし
たた
いい
強強
いい
欲欲
求求 

むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
でで
はは
、、「「
脚脚
のの
中中
をを
虫虫
がが
這這（（
はは
）） 

うう
よよ
うう
なな
感感
覚覚
」」「「
脚脚
のの
ほほ
てて
りり
、、
かか
ゆゆ
みみ
、、
痛痛
みみ
」」 

なな
どど
のの
症症
状状
がが
現現
れれ
まま
すす
。。 

ここ
れれ
らら
のの
脚脚
のの
不不
快快
感感
がが
現現
れれ
るる
とと
、、
脚脚
をを
動動
かか
しし 

たた
いい
とと
いい
うう
強強
いい
欲欲
求求
がが
起起
ここ
りり
、、
じじ
っっ
とと
しし
てて
いい 

らら
れれ
なな
くく
なな
りり
まま
すす
。。 

②② 

夕夕
方方
かか
らら
夜夜
にに
かか
けけ
てて
症症
状状
がが
現現
れれ
るる 

一一
般般
にに
脚脚
のの
不不
快快
感感
はは
、、
夕夕
方方
かか
らら
夜夜
にに
かか
けけ
てて
起起 

ここ
りり
まま
すす
。。
そそ
のの
たた
めめ
、、
不不
眠眠
をを
引引
きき
起起
ここ
すす
ここ
とと 

がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

③③ 

動動
かか
なな
いい
とと
きき
にに
症症
状状
がが
現現
れれ
るる 

脚脚
のの
不不
快快
感感
はは
、、
同同
じじ
姿姿
勢勢
でで
座座
りり
続続
けけ
てて
いい
るる
とと 

きき
やや
、、寝寝
てて
いい
るる
とと
きき
なな
どど
のの
安安
静静
時時
にに
現現
れれ
たた
りり
、、 

強強
くく
なな
っっ
たた
りり
しし
まま
すす
。。 

④④ 

脚脚
をを
動動
かか
すす
ここ
とと
でで
不不
快快
感感
がが
軽軽
減減
・・
消消
失失 

脚脚
をを
動動
かか
しし
たた
りり
、、
軽軽
くく
たた
たた
いい
たた
りり
すす
るる
とと
、、
不不 

快快
なな
症症
状状
がが
軽軽
減減
しし
たた
りり
、、
消消
失失
しし
たた
りり
しし
まま
すす
。。 

ここ
れれ
はは
、、
脚脚
のの
不不
快快
感感
よよ
りり
もも
強強
いい
刺刺
激激
をを
与与
ええ
るる 

ここ
とと
でで
、、
むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
のの
症症
状状
をを
感感
じじ
にに
くく 

くく
なな
るる
たた
めめ
とと
考考
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
すす
。。 

 

「「むむずずむむずず脚脚症症候候群群」」ととはは 

脚脚にに「「むむずずむむずずすするる」」ななどどのの不不快快感感がが起起ここりり脚脚をを動動かかししたたくくてて我我慢慢

ででききななくくななるる病病気気でですす。。「「レレスストトレレススレレッッググスス症症候候群群」」ままたたはは「「下下肢肢運運

動動静静止止不不能能症症候候群群」」呼呼ばばれれるるここととももあありりまますす。。 

むむずずむむずず脚脚症症候候群群はは、、どどのの年年代代ででもも発発症症ししまますすがが、、特特にに 6600〜〜7700歳歳代代

にに多多くく、、男男性性よよりり女女性性にに多多くくみみらられれるる傾傾向向ががあありりまますす。。 

取扱商品：学校家具･研究施設･実験台、科学分析機器･実験機器、黒板･ｽｸﾘｰﾝ

保健室用品、理科室用品、家庭科・技術室用品、図工室用品など

※※※※  感感感感染染染染症症症症対対対対策策策策用用用用品品品品、、、、衛衛衛衛生生生生用用用用品品品品ををををおおおお探探探探ししししのののの方方方方はははは、、、、どどどどううううぞぞぞぞごごごご相相相相談談談談くくくくだだだだささささいいいい。。。。  

・消毒液・防護用品・除菌掃除用品・健康管理機器・使い捨てエプロン・手袋

・体温計・ハンドソープ・避難所に持参したい衛生セット(ｵﾘｼﾞﾅﾙ)

・加湿器・除菌用機器・換気用サーキュレーター・暖房機器・パーテーション

         土日・夜間のご相談も賜わります。こちらへ⇒⇒

・各種容器類(ｽﾌﾟﾚｰ、ﾐｽﾄﾎﾟﾝﾌﾟ、小分けｼﾞｬｸﾞ)・ペーパータオル類 他

   子子どどももたたちちのの未未来来づづくくりりをを手手ががけけ、、おおかかげげささままでで６６００年年

メメーールル、、フファァッッククススででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

→→ FFAAXX 001199-- 664411--99667788 

広広
告告
募募
集集 

2コマ 18,000円（税別）

これが 2コマです。

むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
のの
治治
療療 

●● 

症症
状状
がが
軽軽
いい
場場
合合 

非非
薬薬
物物
療療
法法
（（
薬薬
をを
使使
わわ
なな
いい
治治
療療
）） 

症症
状状
がが
軽軽
いい
場場
合合
はは
、、
まま
ずず
日日
常常
生生
活活
のの
改改
善善
がが

大大
切切
でで
すす
。。
脚脚
のの
症症
状状
でで
眠眠
れれ
なな
いい
かか
らら
とと
寝寝
酒酒
すす
るる

とと
、、
症症
状状
をを
悪悪
化化
ささ
せせ
るる
たた
めめ
、、
就就
寝寝
前前
のの
寝寝
酒酒
はは
控控

ええ
るる
よよ
うう
にに
しし
まま
すす
。。 

まま
たた
、、
ココ
ーー
ヒヒ
ーー
やや
紅紅
茶茶
、、
緑緑
茶茶
類類
なな
どど
にに
含含
まま

れれ
るる
カカ
フフ
ェェ
イイ
ンン
をを
摂摂
りり
過過
ぎぎ
るる
とと
、、
症症
状状
をを
悪悪
化化
ささ

せせ
たた
りり
、、
睡睡
眠眠
にに
悪悪
いい
影影
響響
をを
与与
ええ
るる
のの
でで
、、
夕夕
方方
以以

降降
はは
カカ
フフ
ェェ
イイ
ンン
をを
摂摂
らら
なな
いい
よよ
うう
にに
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

シシ
ャャ
ワワ
ーー
なな
どど
のの
刺刺
激激
でで
症症
状状
がが
軽軽
減減
しし
、、
寝寝
つつ

きき
やや
すす
くく
なな
るる
場場
合合
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

 

●● 

症症
状状
がが
重重
いい
場場
合合 

薬薬
物物
療療
法法
（（
薬薬
をを
使使
うう
治治
療療
）） 

症症
状状
がが
強強
くく
現現
れれ
てて
いい
るる
場場
合合
やや
、、
日日
常常
生生
活活
のの 

工工
夫夫
だだ
けけ
でで
はは
十十
分分
なな
効効
果果
がが
なな
いい
場場
合合
はは
、、
薬薬 

物物
療療
法法
をを
行行
いい
まま
すす
。。 

・・「「
鉄鉄
剤剤
」」 

鉄鉄
不不
足足
がが
むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
のの
原原
因因
とと
なな
っっ
てて 

いい
るる
場場
合合
はは
、、
鉄鉄
剤剤
をを
服服
用用
しし
まま
すす
。。 

・・「「
ドド
パパ
ミミ
ンン
系系
薬薬
剤剤
」」 

弱弱
くく
なな
っっ
たた
ドド
パパ
ミミ
ンン
のの
伝伝
達達
をを
補補
うう
働働
きき
がが
ああ 

りり
まま
すす
。。
飲飲
みみ
薬薬
のの
「「
ププ
ララ
ミミ
ペペ
キキ
ソソ
ーー
ルル
」」
とと
、、 

貼貼
りり
薬薬
のの
「「
ロロ
チチ
ゴゴ
チチ
ンン
」」
のの
２２
種種
類類
がが
ああ
りり
まま 

すす
。。 

・・「「
抗抗
けけ
いい
れれ
んん
薬薬
」」 

神神
経経
にに
直直
接接
作作
用用
しし
てて
、、
神神
経経
のの
興興
奮奮
をを
抑抑
ええ
てて 

症症
状状
をを
やや
わわ
らら
げげ
るる
働働
きき
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

「「
ガガ
ババ
ペペ
ンン
チチ
ンン
エエ
ナナ
カカ
ルル
ビビ
ルル
」」
とと
いい
うう
飲飲
みみ 

薬薬
をを
使使
用用
しし
まま
すす
。。 

最最
後後
にに 

ＱＱ
ＯＯ
ＬＬ
（（
生生
活活
のの
質質
））
をを
大大
きき
くく
低低
下下
ささ
せせ
るる
「「
むむ

ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
」」
でで
すす
がが
、、
医医
療療
機機
関関
をを
受受
診診
しし

てて
いい
るる
患患
者者
ささ
んん
はは
非非
常常
にに
少少
なな
いい
とと
いい
わわ
れれ
てて
いい

まま
すす
。。 

そそ
のの
理理
由由
とと
しし
てて
「「
時時
期期
にに
よよ
っっ
てて
症症
状状
のの
出出
方方

がが
異異
なな
りり
、、
我我
慢慢
しし
てて
しし
まま
うう
」」「「
症症
状状
をを
うう
まま
くく
言言

葉葉
でで
説説
明明
でで
きき
なな
いい
」」「「
どど
のの
病病
院院
、、
どど
のの
診診
療療
科科
にに

行行
けけ
ばば
よよ
いい
かか
分分
かか
らら
なな
いい
」」
なな
どど
がが
挙挙
げげ
らら
れれ
まま

すす
。。 むむ

ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
はは
、、
正正
しし
くく
診診
断断
ささ
れれ
、、
適適

切切
なな
治治
療療
がが
行行
わわ
れれ
れれ
ばば
、、
多多
くく
のの
場場
合合
、、
症症
状状
がが

治治
まま
りり
まま
すす
。。 

しし
かか
しし
、、
むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
にに
はは
、、
似似
たた
症症
状状

やや
間間
違違
わわ
れれ
やや
すす
いい
病病
気気
がが
ああ
りり
、、
患患
者者
ささ
んん
自自
身身

でで
むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
かか
どど
うう
かか
をを
判判
断断
すす
るる
ここ
とと

はは
困困
難難
でで
すす
。。 

もも
しし
、、
「「
むむ
ずず
むむ
ずず
脚脚
症症
候候
群群
かか
もも
しし
れれ
なな
いい
」」

とと
思思
っっ
たた
らら
、、
脳脳
神神
経経
内内
科科
、、
睡睡
眠眠
外外
来来
なな
どど
をを
受受

診診
すす
るる
よよ
うう
にに
しし
まま
しし
ょょ
うう
。。 

むむずずむむずず脚脚症症候候群群のの原原因因 

「「むむずずむむずず脚脚症症候候群群」」がが起起ここるる原原因因はは、、現現在在ののととこころろははははっっききりりととはは分分かか

っってていいまませせんんがが、、脳脳のの中中でで神神経経同同士士のの連連絡絡役役ととななっってていいるる「「ドドパパミミンン」」とといい

うう物物質質ががううままくく働働かかななくくななるるここととにによよっってて症症状状がが現現れれるるとといいうう説説がが有有力力でで

すす。。ままたた、、鉄鉄不不足足ががむむずずむむずず脚脚症症候候群群のの原原因因ににななるるととももいいわわれれてていいまますす。。 

体体内内ででドドパパミミンンをを作作るるののににはは鉄鉄分分がが必必要要ななたためめ、、鉄鉄分分がが不不足足すするるととドドパパミミ

ンンのの量量がが減減少少ししててししままいいまますす。。 

「「むむずずむむずず脚脚症症候候群群」」がが起起ここりりややすすいい人人 

家家族族にに発発症症ししたた人人ががいいるるとと起起ここりりややすすいいととさされれてていいまますす。。 

患患者者ささんんののおおよよそそ半半分分ににはは、、遺遺伝伝的的なな体体質質がが関関係係ししてていいるるとと考考

ええらられれ、、特特にに 4455歳歳以以下下でで発発症症ししたた場場合合ににははそそのの傾傾向向がが強強いいととさされれ

てていいまますす。。 

そそののほほかか、、鉄鉄欠欠乏乏性性貧貧血血ややパパーーキキンンソソンン病病、、透透析析療療法法をを受受けけてて

いいるる慢慢性性腎腎不不全全のの人人、、糖糖尿尿病病ががああるる人人やや、、妊妊娠娠ししてていいるる人人ななどどでで

起起ここりりややすすいい傾傾向向ががあありりまますす。。 

夜夜眠眠ろろううととベベッッドドにに入入っったたととききやや、、新新幹幹線線やや飛飛行行機機、、

ああるるいいはは映映画画館館ななどどででじじっっとと座座っってていいるるととききななどどにに、、脚脚

にに不不快快感感ががおおここりり、、動動かかささずずににははいいらられれななくくななるる・・・・・・。。 

そそんんなな症症状状をを感感じじたたらら、、そそれれはは「「むむずずむむずず脚脚症症候候群群」」

とといいうう病病気気かかももししれれまませせんん。。 

住住宅宅型型有有料料老老人人ホホーームム  
ココミミュュニニテティィーーハハウウススめめぐぐみみ 

松園 2丁目 3-27（北銀さん隣り）

おお気気軽軽ににおお電電話話くくだだささいい♪♪ 

℡ 665-2855

社員登用制度あり/各種保険完備/資格手当（介護福祉士）10,000円

勤務日数に応じて特別手当有り 5,000円～

昇給制度あり（年 1度）

一一緒緒にに働働ききまませせんんかか？？ 

仮仮眠眠３３ＨＨ 仮仮眠眠室室有有りり

有料老人ホーム内での介護業務全般、

日常生活のお手伝いをしていただきます。

夜夜勤勤専専従従 月月 1100日日程程度度 

1166：：0000～～翌翌 99：：0000  1155,,000000円円～～//１１回回



群群
雄雄
割割
拠拠
のの
ジジ
ャャ
ンン
ルル
でで 

今今
かか
らら
少少
しし
ずず
～～
つつ
手手
掛掛
けけ
れれ
ばば
、、
1122
月月
のの
大大

掃掃
除除
はは
ララ
クク
ララ
クク
！！
とと
、、
『『
絵絵
にに
描描
いい
たた
餅餅
』』
なな
らら

ぬぬ
『『
絵絵
にに
描描
いい
たた
おお
掃掃
除除
』』
計計
画画
がが
頭頭
をを
よよ
ぎぎ
るる
今今

日日
ここ
のの
頃頃
。。 

そそ
んん
なな
時時
にに
、、
ここ
れれ
がが
まま
たた
丁丁
度度
良良
くく
、、
テテ
ンン
シシ

ョョ
ンン
がが
上上
がが
るる
、、
新新
しし
いい
掃掃
除除
機機
がが
登登
場場
しし
まま
しし

たた
。。
『『
セセ
パパ
レレ
ーー
トト
型型
ココ
ーー
ドド
レレ
スス
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
』』

とと
いい
うう
もも
のの
でで
すす
。。 

家家
庭庭
用用
掃掃
除除
機機
のの
ジジ
ャャ
ンン
ルル
はは
群群
雄雄
割割
拠拠
。。 

まま
ずず
二二
大大
勢勢
力力
とと
しし
てて
、、
長長
いい
歴歴
史史
をを
誇誇
るる
抜抜
群群

のの
安安
定定
感感
、、
キキ
ャャ
ニニ
スス
タタ
ーー
タタ
イイ
ププ
とと
、、
後後
をを
追追
うう

新新
進進
気気
鋭鋭
のの
人人
気気
者者
、、
ココ
ーー
ドド
レレ
スス
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
タタ

イイ
ププ
がが
ああ
りり
まま
すす
。。 

そそ
ここ
へへ
割割
っっ
てて
入入
りり
ここ
みみ
、、
まま
ささ
かか
のの
大大
躍躍
進進
でで

ビビ
ッッ
ググ
３３
のの
座座
をを
狙狙
うう
、、
ロロ
ボボ
ッッ
トト
掃掃
除除
機機
。。 

はは
たた
まま
たた
小小
兵兵
なな
がが
らら
もも
、、
根根
強強
いい
ハハ
ンン
デデ
ィィ
タタ

イイ
ププ
掃掃
除除
機機
やや
布布
団団
掃掃
除除
機機
のの
面面
々々
。。 

まま
たた
ここ
れれ
らら
をを
複複
雑雑
化化
すす
るる
のの
がが
、、
集集
塵塵
方方
式式
のの

違違
いい
でで
、、
紙紙
パパ
ッッ
クク
式式vv

ss
..

ササ
イイ
クク
ロロ
ンン
式式
。。 

1100
月月
にに
出出
たた
ばば
かか
りり
のの
新新
機機
種種 

加加
ええ
てて
様様
々々
なな
便便
利利
機機
能能
のの
搭搭
載載
がが
満満
載載
でで
、、
11

社社
（（
パパ
ナナ
ソソ
ニニ
ッッ
クク
））
のの
現現
行行
品品
だだ
けけ
でで
もも
、、
ざざ
っっ

とと
3300
種種
類類
以以
上上
とと
盛盛
りり
沢沢
山山
でで
すす
。。 

そそ
のの
中中
かか
らら
、、
散散
々々
迷迷
っっ
てて
選選
んん
だだ
おお
気気
にに
入入
りり

掃掃
除除
機機
がが
ああ
りり
なな
がが
らら
、、
つつ
いい
理理
由由
（（
大大
抵抵
はは
、、
おお

掃掃
除除
しし
易易
くく
なな
るる
とと
思思
うう
！！
））
をを
つつ
けけ
てて
はは
、、
別別
のの

機機
種種
にに
走走
っっ
たた
りり
、、
結結
局局
手手
近近
にに
ああ
るる
、、
ハハ
ンン
デデ
ィィ

ワワ
イイ
パパ
ーー
やや
座座
敷敷
ほほ
うう
きき
もも
使使
っっ
てて
いい
たた
りり
すす
るる
んん

でで
すす
よよ
ネネ
～～
ここ
れれ
っっ
てて
、、
私私
だだ
けけ
？？ 

 

ささ
てて
、、
1100
月月
にに
出出
たた
ばば
かか
りり
のの
『『
セセ
パパ
レレ
ーー
トト
型型

ココ
ーー
ドド
レレ
スス
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
』』
はは
、、
何何
よよ
りり
立立
ちち
姿姿
がが

スス
ッッ
キキ
リリ
美美
しし
いい
掃掃
除除
機機
でで
、、
リリ
ビビ
ンン
ググ
なな
どど
のの
普普

段段
目目
にに
つつ
くく
場場
所所
でで
もも
、、
置置
きき
っっ
ぱぱ
なな
しし
がが
絵絵
にに
なな

りり
まま
すす
。。 

ここ
れれ
まま
でで
のの
ココ
ーー
ドド
レレ
スス
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
タタ
イイ
ププ
とと

大大
きき
くく
違違
うう
のの
はは
、、
吸吸
引引
しし
たた
ゴゴ
ミミ
をを
貯貯
めめ
るる
ダダ
スス

トト
ボボ
ッッ
クク
スス
がが
、、
本本
体体
にに
付付
いい
てて
いい
なな
いい
ここ
とと
でで
すす
。。 

どど
ここ
にに
貯貯
めめ
るる
かか
とと
いい
ええ
ばば
、、
クク
リリ
ーー
ンン
ドド
ッッ
クク

とと
いい
うう
、、
箱箱
型型
のの
自自
動動
ゴゴ
ミミ
収収
集集
機機
でで
すす
。。 

漆漆
のの
木木
はは
もも
とと
もも
とと
里里
のの
木木
でで
、、
人人
里里
にに
近近
いい
所所

にに
植植
ええ
らら
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
江江
戸戸
時時
代代
かか
らら
漆漆
はは
四四

木木
三三
草草
のの
一一
つつ
とと
しし
てて
栽栽
培培
がが
奨奨
励励
ささ
れれ
てて
いい
まま

しし
たた
しし
、、
貴貴
重重
なな
収収
入入
源源
でで
しし
たた
。。 

しし
かか
しし
、、
漆漆
はは
かか
ぶぶ
れれ
まま
すす
しし
、、
明明
治治
大大
正正
にに
なな

るる
とと
新新
しし
いい
素素
材材
がが
開開
発発
ささ
れれ
たた
りり
、、
中中
国国
かか
らら
のの

輸輸
入入
がが
増増
ええ
たた
りり
しし
てて
どど
んん
どど
んん
漆漆
のの
需需
要要
がが
なな

くく
なな
りり
伐伐
採採
ささ
れれ
、、
植植
栽栽
もも
ささ
れれ
なな
くく
なな
っっ
たた
ここ
とと

かか
らら
、、
自自
然然
にに
無無
くく
なな
っっ
てて
いい
きき
まま
すす
。。

現現
在在
はは
耕耕
作作
放放
棄棄
地地
がが
増増
ええ
、、
荒荒
れれ
放放
題題
のの
田田

畑畑
がが
どど
ここ
でで
もも
見見
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。

使使
っっ
てて
いい
なな
いい
田田
畑畑
でで
もも
漆漆
をを
植植
ええ
るる
ここ
とと
がが
でで

きき
まま
すす
。。 

本本
来来
はは
農農
地地
にに
はは
樹樹
木木
はは
植植
ええ
らら
れれ
まま
せせ
んん

がが
、、
肥肥
培培
管管
理理
とと
いい
っっ
てて
きき
ちち
んん
とと
手手
入入
れれ
をを
すす

るる
のの
でで
ああ
れれ
ばば
農農
地地
でで
もも
漆漆
をを
植植
ええ
らら
れれ
まま
すす
。。 

漆漆
のの
抗抗
菌菌
性性
にに
つつ
いい
てて
はは
近近
時時
、、
注注
目目
ささ
れれ
てて

いい
まま
すす
。。
そそ
のの
一一
例例
とと
しし
てて
、、
漆漆
染染
めめ
ママ
スス
クク
をを

ごご
紹紹
介介
しし
まま
すす
。。 

岩岩
手手
県県
浄浄
法法
寺寺
産産
のの
ウウ
ルル
シシ
のの
木木
をを
チチ
ッッ
ププ
にに

しし
、、「「
錫錫
」」
媒媒
染染
でで
染染
めめ
たた
ママ
スス
クク
でで
すす
。。 

ママ
スス
クク
素素
材材
はは
日日
本本
一一
のの
タタ
オオ
ルル
産産
地地
・・
愛愛
媛媛

県県
今今
治治
市市
のの
村村
上上
パパ
イイ
ルル
製製
でで
すす
。。
丁丁
寧寧
なな
製製
法法

かか
らら
生生
まま
れれ
たた
上上
質質
なな
肌肌
触触
りり
。。 

裏裏
地地
にに
はは
ポポ
リリ
エエ
スス
テテ
ルル
素素
材材
をを
使使
用用
しし
てて
おお

りり
、、
付付
けけ
心心
地地
はは
快快
適適
でで
すす
。。 

（（
浄浄
法法
寺寺
漆漆
産産
業業 

松松
沢沢
卓卓
生生
）） 

意意
訳訳
・・
・・
・・ 

知知
はは
分分
かか
らら
なな
いい
とと
ここ
ろろ
でで
止止
まま

っっ
てて
いい
るる
のの
がが
最最
高高
でで
、、
そそ
れれ
はは
「「
葆葆

光光((

絶絶
対対
のの
知知
恵恵))

」」
なな
のの
だだ
・・
・・
・・
。。 

「「
葆葆
光光
（（
ほほ
うう
ここ
うう
））
」」
はは
古古
代代
中中

国国
のの
思思
想想
家家
・・
莊莊
子子
のの
文文
章章
にに
頻頻
繁繁
にに

登登
場場
しし
まま
すす
。。
莊莊
子子
はは
漆漆
園園
をを
管管
理理
すす

るる
役役
人人
でで
しし
たた
。。

第第 1188話話 ３３ＧＧ回回線線終終了了ででガガララケケーーもも終終了了？？ 

 

   

【【
３３
ＧＧ
回回
線線
っっ
てて
何何
？？
】】 

ささ
てて
、、
皆皆
ささ
んん
はは
３３
ＧＧ
回回
線線
終終
了了
のの
おお

話話
をを
聞聞
いい
たた
ここ
とと
はは
ああ
りり
まま
すす
でで
しし
ょょ
うう

かか
？？ そそ

もも
そそ
もも
３３
ＧＧ
っっ
てて
？？ 

とと
思思
うう
方方
もも
少少
なな
くく
なな
いい
かか
とと
思思
いい
まま

すす
のの
でで
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
そそ
ここ
にに
触触
れれ
てて
おお
きき

まま
しし
ょょ
うう
。。 

最最
近近
だだ
とと
かか
ひひ
でで
もも
しし
きき
りり
にに
「「
来来
るる

ぞぞ
５５
ＧＧ
！！
」」
のの
よよ
うう
なな
感感
じじ
でで
ＣＣ
ＭＭ
もも
流流

れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。 

 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （６）

新しい家電、古い家電、かしこく素敵に使いたいですよね。

上田にある「柿沢電器」さんのご協力により、家電の賢い使い方のコラムを掲載します。（編集室）

小小野野田田
お の だ

 利利
り

枝枝
え

 ささんん 

ススタタッッフフのの皆皆ささんんとと

家電の賢い使い方

伝授します。

上田で電器店を経営され、
家電の体験教室も開催されています。
盛岡市出身。

連載

かかししここいい 
LED(^^;

家家家家家家電電電電電電術術術術術術   

第４９回 掃掃除除機機のの世世界界にに、、ままたた一一つつ !!  

ククリリーーンンドドッッククとといいうう箱箱型型のの自自動動ゴゴミミ収収集集

機機はは充充電電器器もも兼兼ねねてていいてて、、ここののドドッッククかからら、、

スステティィッックク本本体体ををススっっとと取取りり出出しし、、掃掃除除機機がが

けけををししてて、、終終わわっったたらら戻戻ししまますす。。 

そそのの後後スステティィッッククでで吸吸引引ししたたゴゴミミはは、、ななんん

とと自自動動でで毎毎回回ククリリーーンンドドッッククへへとと移移動動収収集集ささ

れれ、、同同時時にに充充電電ももししまますす。。 

役役割割がが分分かかれれたた＝＝セセパパレレーートトししたた、、国国内内初初

のの掃掃除除機機ななんんでですすネネ。。 

身身近近ににおおいいてて、、いいつつででももササササッッとと使使っってて、、

パパッッとと戻戻せせるる掃掃除除機機ととししてて、、「「年年末末ララククララクク」」

へへのの第第一一歩歩ととななりりそそううなな予予感感がが…… 

セセパパレレーートト型型 
ココーードドレレスススステティィッックク
掃掃除除機機 

便便りり 

「葆光（ほうこう）」とは、「ほのかに内に秘めた光」

のこと。漆器の艶のような奥ゆかしい光です。

（株）浄法寺漆産業の松沢社長さんにお願いして、漆

の「葆光」をエッセーにして発信します（編集室）。

限定数をネットショップで販売しています。

https://japanjoboji.thebase.in/items/46235234

ほ う こ う あ ん

パパソソココンンののノノウウハハウウをを伝伝授授ししまますす！！ 

パパソソココン 人に聞けない 話題題 ン 人に聞けない 話

連載

皆さんこんにちは！
ＹＥＳパソコン学院の江見です。

とても寒い日が続いて

秋の過ごしやすさが

恋しく思えてきますね。江江見見
え み

 真真 一一
まさかず

先先生生 

ググルルーーププ料料金金 5555 分分／／11回回××1122 回回＝＝￥￥1133,,220000～～ 
 

個個人人レレッッススンン、、出出張張レレッッススンン等等レレッッススンン内内容容ももいいろろいいろろ！！ 

ググルルーーププレレッッススンンはは、、初初心心者者～～上上級級ままでで 

おお気気軽軽ににおお問問いい合合わわせせ下下ささいい。。学学生生割割引引あありりまますす。。 

緑緑がが丘丘 33--1199--1133    駐駐車車場場有有りりまますす 

定定休休日日：：日日曜曜日日   

月月～～金金 1111：：0000～～2211：：0000  土土・・祝祝 1111：：0000～～1188：：0000 

いいいいわわわわももももちちちちダダダダンンンンススススススススタタタタジジジジオオオオ  
ＴＴＥＥＬＬ ００１１９９－－６６６６４４－－００００６６６６ 

山山留留ささんん 
松松園園方方面面→→ 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん

ＰＰ 

アアネネッッククスス 
カカワワトトククささんん

ママルルイイチチささんん 

おおおお得得得得なななな  ググググルルルルーーーーププププレレレレッッッッススススンンンン  

開開催催中中 ！！  

初初心心者者ココーースス 火火曜曜日日 1188::0000～～  又又はは 木木曜曜日日 1133::0000～～ 

おおととななもも!! 

ここどどもももも!!!! 

３３かか月月（（１１２２回回））でで４４種種目目 踊踊れれるる!!!! 

連載

第第２２話話 漆漆染染めめママススクク 

【【ガガララケケーーははそそののまままま使使ううここととががででききるるのの？？】】 
でで、、ここここかかららがが本本題題でですす。。 

ここのの３３ＧＧ回回線線がが携携帯帯会会社社でで徐徐々々にに終終焉焉をを迎迎ええよよううととししてていいまますす。。そそれれにに伴伴いい現現在在

３３ＧＧ回回線線ででののみみ使使ええるるガガララケケーーははどどううななるるののででししょょううかか？？ 

ハハッッキキリリととはは言言ええまませせんんがが、、使使ええななくくななるるガガララケケーーももああれればばままだだ使使ええるるガガララケケーー

ももああるるとといいううここととでですす。。 

自自分分のの携携帯帯やや変変更更すするる予予定定のの機機種種がが４４ＧＧ回回線線にに対対応応ししたたガガララケケーーかかどどううかかはは携携

帯帯会会社社ののホホーームムペペーージジでで調調べべるるかかシショョッッププでで聞聞くくここととががででききまますす。。 

各各社社のの終終了了時時期期 

NNTTTT ドドココモモ･･････令令和和 88 年年 33 月月末末  KKDDDDII（（aauu））･･････令令和和 44 年年 33 月月末末   

ソソフフトトババンンクク･･････令令和和 66 年年 11 月月下下旬旬 

 

 

【【ここのの機機ににススママホホデデビビュューーももオオススススメメ】】 
ととはは言言ううもものののの、、良良いい機機会会ななののでで一一歩歩勇勇気気をを踏踏みみ出出ししててガガララケケーーかかららススママホホににしし

ててみみるるののもも良良いいかかももししれれまませせんんねね。。 

私私ももガガララケケーーでで十十分分だだとと思思いい、、中中々々変変ええよよううととししまませせんんででししたたがが、、知知人人のの誘誘いいでで

変変ええ、、今今ででははススママホホをを手手放放せせななくくななっったた一一人人でですす。。 

パパソソココンン教教室室にに通通っってていいるる生生徒徒ささんんかかららもも、、使使いいたたいいけけどどススママホホのの使使いい方方にに不不安安

ががああるるおお話話ははよよくく相相談談さされれまますす。。そそうういいうう方方ににはは、、買買っっててききたたととこころろかからら一一緒緒にに操操

作作しし活活用用方方法法やや楽楽ししみみ方方をを伝伝ええてていいまますす。。 

携携帯帯シショョッッププででもも無無料料ののススママホホ教教室室をを開開催催ししてていいるる所所ももああるるののでで、、ももししススママホホをを

使使っっててみみたたいいとと思思っってていいるる方方ははそそうういいうう所所もも活活用用ししててははいいかかががででししょょうう？？ 

ここここででいいうう〇〇ＧＧとといいううののはは、、携携帯帯電電話話

でで使使わわれれるる電電波波でで数数字字のの部部分分がが世世代代（（規規

格格））ととななりりまますす。。 

例例ええばば３３GG はは第第３３世世代代型型のの回回線線でで、、最最

新新がが第第５５世世代代のの５５GGとといいううわわけけでですす。。 

規規格格がが新新ししくくななるるとと通通信信速速度度がが飛飛躍躍

的的にに早早くくななりりまますす。。写写真真をを 11枚枚メメーールルでで

送送るるののにに数数秒秒かかかかっってていいたた物物がが 00..55秒秒もも
かかかかららずずにに送送るるここととががででききまますす！！ 



緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 

スススススステテテテテテキキキキキキなななななな文文文文文文具具具具具具       

 
（７）（７）

第第 44 回回 

葬葬儀儀のの準準備備

連連
載載 

葬祭事業で地域貢献している

駒木葬祭さんにお願いして「終

活のススメ」のエッセーを連載

します。（編集室）

還還か
え

るる
前前
のの

「「「「
終終終終
活活活活
」」」」

終終
活活
エエ
ッッ
セセ
ーー 

今どきの教育事情について「個別指導アクシス緑が丘校」の水野健太先生と
吉田航先生に綴っていただきます。（編集室）

第第 66 回回 

毎毎日日のの積積みみ重重ねね

今今
どど
きき
のの

「「「「
学学学学
びびびび
」」」」

教教
育育
エエ
ッッ
セセ
ーー 

抽抽選選でで、、１１名名様様にに！！ 

「「フファァミミママ西西松松園園店店」」（（西西松松園園１１丁丁目目１１－－１１５５））ささんんにに、、 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 ククイイズズｄｄｅｅププレレゼゼンントト 

ハハガガキキにに、、〒〒、、住住所所、、氏氏名名、、電電話話番番号号をを明明記記のの上上、、「「ククイイズズのの答答ええ・・・・・・・・」」とと記記載載。。 

葉葉書書ののみみででのの応応募募。。締締めめ切切りり、、令令和和 33 年年 1122月月 55日日（（当当日日消消印印有有効効））。。 

当当選選品品引引換換券券のの発発送送をを持持っってて発発表表ににかかええまますす。。個個人人情情報報はは用用途途以以外外にに使使用用いいたたししまませせんん。。  

応応募募先先 〒〒002200--00661111 滝滝沢沢市市巣巣子子 220088番番地地 3311  ＮＮＰＰＯＯ法法人人 いいわわてて地地域域活活性性化化フフォォーーララムム 

「「緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん 丘丘」」編編集集室室 宛宛てて 

ここれれ、、何何ででししょょうう？？ 

前前号号のの正正解解はは 

「「果果物物ナナイイフフ」」ででししたた。。 
（（ヒヒンントト））窓窓ででははあありりまませせんん。。 

ぬぬいいぐぐるるみみ 

終終
活活
でで
一一
番番
気気
にに
なな
るる
のの
がが
葬葬
儀儀
のの
ここ
とと
だだ
とと
思思
いい
まま

すす
。。
自自
分分
がが
最最
期期
をを
迎迎
ええ
たた
時時
、、
家家
族族
とと
のの
最最
後後
のの
別別
れれ

とと
なな
るる
儀儀
式式
でで
すす
。。 

どど
ここ
のの
葬葬
儀儀
社社
にに
おお
願願
いい
しし
たた
らら
家家
族族
へへ
のの
負負
担担
がが
少少

なな
いい
かか
、、
費費
用用
のの
面面
でで
もも
精精
神神
的的
なな
部部
分分
もも
しし
っっ
かか
りり
とと

ササ
ポポ
ーー
トト
しし
てて
欲欲
しし
いい
。。
自自
分分
のの
最最
後後
のの
家家
族族
へへ
のの
おお
願願

いい
をを
叶叶
ええ
てて
欲欲
しし
いい
。。
とと
思思
うう
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし
ょょ
うう
かか
。。 

葬葬
儀儀
社社
をを
選選
ぶぶ
時時
はは
11
社社
だだ
けけ
にに
絞絞
らら
ずず
必必
ずず
他他
のの

葬葬
儀儀
社社
のの
話話
をを
聞聞
いい
てて
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。
11
社社
だだ
けけ
でで
決決
めめ

てて
しし
まま
うう
とと
後後
にに
家家
族族
のの
方方
とと
葬葬
儀儀
社社
とと
のの
間間
でで
トト
ララ
ブブ

ルル
にに
なな
るる
事事
もも
少少
なな
くく
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

実実
際際
にに
見見
学学
にに
行行
っっ
てて
みみ
てて
話話
をを
聞聞
いい
てて
みみ
るる
。。
分分
かか

らら
なな
いい
事事
、、
疑疑
問問
にに
思思
っっ
たた
事事
はは
納納
得得
すす
るる
まま
でで
聞聞
いい
てて

みみ
るる
事事
がが
大大
事事
でで
すす
。。 

個個
人人
的的
にに
はは
、、
展展
示示
会会
やや
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
のの
時時
でで
なな
くく

普普
段段
、、
何何
もも
なな
いい
時時
にに
見見
学学
にに
行行
くく
のの
がが
おお
スス
スス
メメ
でで
すす
。。 

展展
示示
会会
やや
キキ
ャャ
ンン
ペペ
ーー
ンン
はは
どど
うう
しし
てて
もも
集集
客客
、、
会会
員員

獲獲
得得
にに
力力
をを
入入
れれ
てて
しし
まま
いい
、、
雰雰
囲囲
気気
にに
飲飲
まま
れれ
てて
しし
まま

いい
まま
すす
。。
どど
ここ
のの
葬葬
儀儀
社社
でで
もも
事事
前前
にに
予予
約約
すす
れれ
ばば
相相
談談

にに
乗乗
っっ
てて
もも
らら
ええ
まま
すす
。。
そそ
ここ
でで
じじ
っっ
くく
りり
落落
ちち
着着
いい
てて

話話
をを
聞聞
いい
てて
かか
らら
でで
もも
遅遅
くく
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

必必
ずず
、、
見見
積積
もも
りり
をを
いい
たた
だだ
きき
、、
そそ
のの
見見
積積
のの
中中
にに
必必

要要
なな
もも
のの
がが
揃揃
っっ
てて
いい
るる
のの
かか
？？
後後
でで
追追
加加
のの
費費
用用
がが
大大

きき
くく
かか
かか
るる
ここ
とと
はは
なな
いい
のの
かか
？？
追追
加加
しし
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら

なな
いい
もも
のの
がが
ああ
るる
場場
合合
はは
そそ
のの
費費
用用
はは
どど
れれ
位位
かか
かか
るる
のの

かか
？？
会会
葬葬
品品
やや
法法
事事
料料
理理
等等
もも
考考
慮慮
にに
入入
れれ
てて
考考
ええ
てて
おお

いい
たた
方方
がが
いい
いい
でで
しし
ょょ
うう
。。 

法法
事事
料料
理理
やや
会会
葬葬
品品
なな
どど
はは
、、
おお
付付
きき
合合
いい
のの
ああ
るる
とと

ここ
ろろ
をを
使使
ええ
るる
のの
かか
のの
確確
認認
がが
必必
要要
でで
すす
。。 

そそ
しし
てて
、、
自自
分分
がが
葬葬
儀儀
社社
をを
決決
めめ
たた
らら
必必
ずず
家家
族族
のの
方方

にに
伝伝
ええ
てて
おお
きき
まま
しし
ょょ
うう
。。 

家家
族族
のの
方方
にに
伝伝
わわ
っっ
てて
いい
なな
いい
とと
家家
族族
がが
別別
のの
葬葬
儀儀
社社

にに
頼頼
んん
でで
しし
まま
うう
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
そそ
しし
てて
、、
家家
族族
のの

方方
とと
葬葬
儀儀
にに
つつ
いい
てて
自自
分分
のの
思思
いい
なな
どど
話話
しし
合合
っっ
てて
おお
くく

ここ
とと
もも
大大
切切
でで
すす
。。 

よよ
くく
、、
家家
族族
がが
病病
気気
でで
入入
院院
しし
てて
かか
らら
相相
談談
にに
来来
るる
方方

がが
いい
まま
すす
がが
、、
そそ
れれ
だだ
とと
時時
間間
もも
限限
らら
れれ
てて
精精
神神
的的
にに
もも

家家
族族
のの
看看
病病
をを
しし
なな
がが
らら
決決
めめ
てて
いい
くく
のの
はは
大大
変変
でで
すす
。。 

元元
気気
なな
時時
にに
終終
活活
とと
しし
てて
葬葬
儀儀
社社
をを
決決
めめ
てて
おお
くく
良良
いい

とと
思思
いい
まま
すす
。。 

葬葬
儀儀
のの
ここ
とと
でで
のの
不不
安安
やや
悩悩
みみ
はは
多多
いい
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

おお
寺寺
、、
おお
墓墓
、、
年年
忌忌
とと
様様
々々
ああ
りり
まま
すす
。。
何何
回回
かか
にに
分分

けけ
てて
おお
伝伝
ええ
しし
てて
いい
きき
たた
いい
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

（（
終終
活活
アア
ドド
ババ
イイ
ザザ
ーー
・・
馬馬
場場
ミミ
ツツ
子子
））

今今
回回
はは
どど
ちち
らら
かか
とと
いい
うう
とと
中中
学学
生生
・・

高高
校校
生生
向向
けけ
のの
内内
容容
とと
なな
っっ
てて
おお
りり
まま

すす
。。
大大
人人
のの
方方
だだ
けけ
でで
なな
くく
。。
中中
高高
生生
にに

もも
ごご
一一
読読
いい
たた
だだ
けけ
れれ
ばば
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

 

今今
年年
度度
もも
後後
半半
にに
突突
入入
しし
まま
しし
たた
！！ 

新新
年年
度度
をを
迎迎
ええ
たた
四四
月月
かか
らら
ここ
ここ
まま
でで

のの
七七
かか
月月
間間
はは
、、
思思
っっ
てて
いい
たた
以以
上上
にに
ああ

っっ
とと
いい
うう
期期
間間
だだ
っっ
たた
のの
でで
はは
なな
いい
でで
しし

ょょ
うう
かか
。。 

 

ここ
ここ
まま
でで
にに
どど
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
がが
ああ
っっ

たた
かか
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
振振
りり
返返
っっ
てて
みみ
てて
くく
だだ

ささ
いい
。。
計計
画画
通通
りり
順順
調調
にに
取取
りり
組組
めめ
たた
人人

もも
いい
れれ
ばば
、、
思思
うう
よよ
うう
にに
取取
りり
組組
めめ
なな
かか

っっ
たた
人人
もも
いい
るる
とと
思思
いい
まま
すす
。。 

良良
かか
っっ
たた
ここ
とと
もも
、、
悪悪
かか
っっ
たた
ここ
とと
もも
、、

ここ
ここ
かか
らら
のの
後後
半半
戦戦
しし
っっ
かか
りり
つつ
なな
げげ
てて

いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

特特
にに
入入
試試
をを
控控
ええ
たた
生生
徒徒
のの
中中
にに
はは
、、

入入
試試
本本
番番
がが
近近
づづ
くく
にに
つつ
れれ
、、「「
ああ
れれ
もも
やや

らら
なな
きき
ゃゃ
、、
ここ
れれ
もも
やや
らら
なな
きき
ゃゃ
」」
とと
気気

持持
ちち
ばば
かか
りり
がが
先先
走走
っっ
てて
焦焦
っっ
てて
しし
まま

いい
、、
カカ
ララ
回回
りり
すす
るる
生生
徒徒
もも
出出
てて
くく
るる
時時

期期
でで
すす
。。 

焦焦
りり
のの
なな
いい
受受
験験
生生
はは
いい
まま
せせ
んん
！！ 

そそ
うう
いい
うう
時時
ここ
そそ
、、
「「
今今
やや
るる
べべ
きき
ここ

とと
」」
をを
確確
認認
しし
、、
確確
実実
にに
一一
歩歩
一一
歩歩
進進
めめ

てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

  

高高
校校
入入
試試
にに
おお
いい
てて
、、
まま
しし
てて
やや
大大
学学

入入
試試
にに
おお
いい
てて
はは
、、
科科
目目
数数
・・
単単
元元
数数
もも

多多
いい
たた
めめ
、、
ちち
ょょ
っっ
とと
勉勉
強強
しし
たた
かか
らら
とと

いい
っっ
てて
すす
ぐぐ
にに
実実
力力
テテ
スス
トト
やや
模模
試試
でで
結結

果果
がが
得得
らら
れれ
るる
もも
のの
でで
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

 

実実
力力
テテ
スス
トト
やや
模模
試試
のの
目目
的的
はは
、、
得得

点点
・・
判判
定定
だだ
けけ
をを
見見
てて
一一
喜喜
一一
憂憂
すす
るる
ここ

とと
でで
はは
なな
くく
、、
そそ
のの
結結
果果
をを
踏踏
まま
ええ
てて
次次

にに
やや
るる
べべ
きき
ここ
とと
をを
確確
認認
すす
るる
ここ
とと
にに
ああ

りり
まま
すす
。。 

しし
っっ
かか
りり
とと
弱弱
点点
をを
見見
つつ
けけ
てて
次次
回回
以以

降降
にに
備備
ええ
るる
ここ
とと
。。 

まま
たた
、、
良良
かか
っっ
たた
点点
はは
、、
そそ
れれ
をを
ささ
らら

にに
活活
かか
しし
てて
苦苦
手手
科科
目目
をを
カカ
ババ
ーー
でで
きき
るる

くく
らら
いい
にに
引引
きき
上上
げげ
るる
ここ
とと
をを
心心
掛掛
けけ
てて

取取
りり
組組
みみ
まま
しし
ょょ
うう
。。 

 

ここ
ここ
まま
でで
のの
話話
はは
どど
ちち
らら
かか
とと
いい
うう
とと

中中
三三
生生
・・
高高
三三
生生
向向
けけ
のの
内内
容容
にに
なな
っっ
てて

しし
まま
いい
まま
しし
たた
がが
、、
中中
二二
生生
・・
高高
二二
生生
もも

安安
心心
しし
てて
いい
らら
れれ
まま
せせ
んん
。。 

中中
二二
生生
・・
高高
二二
生生
にに
とと
っっ
てて
のの
ここ
のの
時時

期期
はは
、、
三三
年年
間間
のの
学学
校校
生生
活活
のの
折折
りり
返返
しし

地地
点点
にに
なな
っっ
てて
いい
るる
ここ
とと
をを
おお
忘忘
れれ
なな

くく
！！ 入入

学学
かか
らら
ここ
ここ
まま
でで
のの
一一
年年
半半
とと
いい
うう

時時
間間
をを
もも
うう
一一
度度
過過
ごご
すす
とと
、、
ああ
っっ
とと
いい

うう
間間
にに
卒卒
業業
でで
すす
。。 

 

高高
校校
入入
試試
もも
大大
学学
入入
試試
もも
ここ
ここ
かか
らら
のの

積積
みみ
重重
ねね
でで
すす
。。 

まま
ずず
はは
目目
前前
にに
控控
ええ
たた
定定
期期
テテ
スス
トト
・・

考考
査査
・・
模模
試試
にに
向向
けけ
てて
、、
毎毎
日日
ココ
ツツ
ココ
ツツ

積積
みみ
重重
ねね
てて
いい
きき
まま
しし
ょょ
うう
！！ 

見見たたここととなないい文文具具、、ああるるんんでですすよよ！！ 

連載

可愛い文具、

今のトレンドです。

「「くくままががいい文文具具」」（（三三ツツ割割５５丁丁目目１１７７－－３３））ささんんにに 

受受けけ取取りりにに行行けけるる方方ののみみ、、ごご応応募募くくだだささいい。。 

ププププレレレレゼゼゼゼンンンントトトト！！！！ 
応応募募先先ははここちちららでですす。。 

別別ハハガガキキにに、、「「ミミニニツツーールルペペンン希希望望」」

とと記記載載ししてて応応募募くくだだささいい。。 

抽抽選選でで、、１１名名様様にに！！ 

東東山山堂堂 
ささんん 

←←松松園園・・桜桜台台 上上田田・・本本町町→→ 
ジジョョイイスス 
ささんん 

ＰＰ 

山山
岸岸
へへ 

緑緑
がが
丘丘
へへ 

第第 88 回回  ミミニニ・・ツツーールルペペンン

モモンンテテベベルルデデののベベスストトセセララーー「「ワワンンタタッッチチ ススタタイイララスス 

ツツーールルペペンン」」ののミミニニササイイズズ版版でですす。。 

＜＜77機機能能＞＞ 
・・ ボボーールルペペンン 
・・ ススタタイイララスス（（ススママホホややタタブブレレッットトをを操操作作）） 
・・ ププララススドドラライイババーー 
・・ ママイイナナススドドラライイババーー 
・・ イインンチチススケケーールル 
・・ セセンンチチススケケーールル 
・・ キキーーリリンンググ 

口口金金をを回回すすととボボーールルペペンンがが出出ててききまますす。。  

ススタタイイララスス部部分分ををくくるるくくるる回回ししてて外外すすとと、、中中かかららドドララ

イイババーーがが出出ててききまますす。。 

ススタタイイララススででススママホホややタタブブレレッットトをを操操作作ででききまますす。。スス

ママホホ・・タタブブレレッットトだだけけででななくくＡＡＴＴＭＭやや飲飲食食店店のの注注文文パパネネ

ルルななどどももススタタイイララススをを使使ええばば直直接接手手をを触触れれずずにに操操作作でで

ききまますす。。外外出出時時にに 11本本ああるるとと便便利利ななアアイイテテムム。。 

ササ
イイ
ズズ
はは
小小
ささ
くく
なな
っっ
てて
もも
、、 

ドド
ララ
イイ
ババ
ーー
やや
スス
タタ
イイ
ララ
スス
（（
タタ
ッッ
チチ
ペペ
ンン
））
なな
どど
のの 

機機
能能
はは
そそ
のの
まま
まま
。。 

ささ
らら
にに
キキ
ーー
ホホ
ルル
ダダ
ーー
にに
もも
なな
るる
リリ
ンン
ググ
付付
きき
。。 

ププレレゼゼンントト品品  

創創創創刊刊刊刊６６６６周周周周年年年年  記記記記念念念念  
創創創創刊刊刊刊６６６６周周周周年年年年  記記記記念念念念  

〇対象年齢 幼幼児児((00歳歳かからら))、、小小学学生生、、中中学学生生、、高高校校生生 

〇費 用  11教教科科ああたたりり月月額額 77,,115500円円((幼幼児児・・小小学学生生)) 

中中学学生生はは 11教教科科 88,,225500 円円//月月、、高高校校生生以以上上はは 99,,335500円円//月月。。 

〇教室日  教教室室ででのの学学習習はは、、週週 22回回でですす。。月月・・火火・・木木・・金金 1144::0000〜〜2200::0000 

〇教室見学 いいつつででももおお受受けけししてておおりりまますす。。無無料料でですす。。 

保保護護者者のの方方だだけけででもも、、親親子子一一緒緒ででももいいつつででもも OOKKでですす。。 

セセブブンン 
イイレレブブンンささんん 

アア
ネネ
ッッ
クク
スス 

カカ
ワワ
トト
クク
ささ
んん 

→→県県営営球球場場へへ 

ジジ
ョョ
イイ
スス
ささ
んん 

松松
園園
方方
面面 

高高
松松
方方
面面 

下下記記のの期期間間中中のの１１週週間間、、教教室室でで計計２２回回ままでで、、公公文文式式学学習習をを体体験験（（無無料料））ししてていいたただだけけるる機機会会でですす。。 

くくももんん緑緑がが丘丘教教室室 緑緑がが丘丘２２丁丁目目２２−−１１５５ ｼｼｬｬﾘﾘﾏﾏｰーｸｸﾞ゙ﾘﾘｰーﾝﾝﾋﾋﾙﾙ１１階階

教教室室電電話話 001199--666611--55008822  ケケーータタイイ 009900--44004466--00779999 

教教室室日日はは、、月月・・火火・・木木・・金金 1144::0000〜〜2200::0000 

1111 月月 無無無無料料料料体体体体験験験験学学学学習習習習  受受付付中中 ！！ 
学学習習期期間間 ：： 1111 月月１１日日（（月月））～～1111 月月 3300 日日（（火火）） 

緑緑がが丘丘教教室室 

授授業業ののススピピーードド 

・・小小学学校校 

    ～～各各駅駅停停車車（（ゆゆっっくくりり）） 

・・中中学学校校 

～～急急行行電電車車（（どどんんどどんん進進みみまますす）） 

・・高高校校 

～～新新幹幹線線（（一一気気にに進進みみまますす）） 

●●期期間間中中、、各各教教科科ににつつきき参参加加はは一一度度でですす 
●●費費用用／／無無料料  ●●対対象象／／幼幼児児、、小小学学生生、、中中学学生生、、高高校校生生以以上上 
●●教教科科／／算算数数・・数数学学、、英英語語、、国国語語  ●●教教室室でで直直接接ごご予予約約いいたただだけけまますす。。 

連連絡絡ががごござざいいまますす時時はは、、 
メメーールル又又はは FFAAXX ででおお願願いいししまますす！！  
電電話話応応対対はは難難ししいいでですす。。 

メメーールル、、フファァッッククススででおお申申しし込込みみくくだだささいい。。  

→→メメーールル iiwwaattee..ffoorruumm22001155@@ggmmaaiill..ccoomm  

→→ FFAAXX 001199-- 664411--99667788 

広広
告告
募募
集集 

ごご自自分分ののおお店店ののこことと、、 

ここのの新新聞聞でで紹紹介介ししててみみまませせんんかか ？？  

近近
未未
来来
型型
のの
掃掃
除除
機機
？？ 

超超
軽軽
量量
のの
スス
テテ
ィィ
ッッ
クク
だだ
けけ
をを 

持持
っっ
てて
掃掃
除除
しし
まま
すす
。。 

もも
ちち
ろろ
んん 

キキ
ャャ
ニニ
スス
タタ
ーー
はは
ああ
りり
まま
せせ
んん
。。 

 

「「
セセ
パパ
レレ
ーー
トト
型型
」」
とと
はは
、、 

ゴゴ
ミミ
をを
たた
めめ
るる
ダダ
スス
トト
ボボ
ッッ
クク
スス
がが

本本
体体
とと
はは
別別
、、
とと
いい
うう
意意
味味
でで
すす
。。 

 

ここれれままででののスステティィッックク掃掃除除機機はは、、スステティィッックク本本体体のの手手元元ななどど、、どどここかかにに必必
ずずダダスストトボボッッククススがが付付いいてていいままししたた。。 

そそののたためめココーードドレレススととははいいええ、、ババラランンススのの関関係係でで取取りり回回ししににくくくく感感じじるる方方
ももいいままししたた。。ままたた、、機機種種にによよっっててはは内内部部ののゴゴミミがが見見ええてて、、気気ににななりりままししたた。。 

本本体体はは 11..55kkgg とと、、ももととももとと軽軽いい上上にに、、更更にに手手元元重重量量がが 00..4455kkgg とと軽軽くく、、
ララククにに掃掃除除機機ををかかけけらられれまますす。。 
ククリリーーンンドドッックク内内はは紙紙パパッックク式式ななののでで、、清清潔潔でで簡簡単単ににゴゴミミ捨捨ててががででききまま

すす。。ままたた嬉嬉ししいい気気配配りり「「ナナノノイイーーXX」」搭搭載載でで、、除除菌菌やや脱脱臭臭対対策策もも OOKK でですす。。 

詳詳ししくくはは、、ここちちららををごご覧覧くくだだささいい。。hhttttppss::////ppaannaassoonniicc..jjpp//ssoojjii//pprroodduuccttss//sseeppaarraattee

上上田田３３丁丁目目５５−−２２５５  

電電話話 ６６２２２２－－００５５９９３３ 

（（有有））柿柿沢沢電電器器

セセパパレレーートト型型 
ココーードドレレスススステティィッックク掃掃除除機機 

清清
潔潔
感感
がが
ああ
りり 

空空
間間
にに
なな
じじ
むむ
よよ
うう
なな 

シシ
ンン
ププ
ルル
ささ
でで
、、 

好好
感感
度度
がが
高高
いい
デデ
ザザ
イイ
ンン
でで
すす
。。 

ココ
ンン
パパ
クク
トト
なな
がが
らら
もも
、、 

クク
リリ
ーー
ンン
セセ
ンン
ササ
ーー
やや
、、 

「「
かか
らら
まま
なな
いい
ブブ
ララ
シシ
」」
なな
どど
のの 

人人
気気
機機
能能
もも
、、
しし
っっ
かか
りり 

付付
いい
てて
いい
るる
充充
実実
ぶぶ
りり
にに
、、 

脱脱
帽帽
でで
すす
。。 



 

緑緑がが丘丘ししんんぶぶんん丘丘 （８）

「「魅魅」」？？  馬馬?? 

玉玉内内
たまない

 昭昭子子
あきこ

ささんん  

学学生生服服のの「「おお下下ががりり」」ををババトトンンタタッッチチししまますす！！ 

ファミリーマート西松園店・阿部店長さんからご紹介があり、

飛んで？学生服リユースショップに駆け付けました。「制服をお安

く売ります、買います」という今どき求められるショップでした。
玉内さんの思いを創刊６周年記念号として掲載します（編集室）。

（（ 月月がが丘丘３３ 学学生生服服リリユユーースス ささくくららやや盛盛岡岡店店 経経営営 ）） 

店店内内、、ととこころろ狭狭ししとと並並ぶぶ制制服服たたちち・・・・・・ 

営営業業日日  月月・・火火・・金金・・土土のの午午前前１１１１時時～～午午後後４４時時 
電電 話話  ００８８００・・１１８８５５４４・・３３１１８８１１ 
盛盛岡岡店店  盛盛岡岡市市月月がが丘丘 33丁丁目目 4488--1166 豊豊荘荘 66号号（（店店舗舗裏裏にに駐駐車車場場 11台台分分）） 

フファァミミリリーーママーートト西西松松園園店店ささんん

にに置置いいててああるる制制服服回回収収ボボッッククスス 

事事
業業
をを
始始
めめ
るる
キキ
ッッ
カカ
ケケ 

一一
番番
のの
最最
初初
はは
、、
ウウ
チチ
のの
子子
がが
学学
校校
かか
らら
もも
らら

っっ
てて
きき
たた
チチ
ララ
シシ
をを
見見
たた
ここ
とと
でで
すす
。。 

「「
フフ
ーー
ドド
ババ
ンン
クク
」」
のの
チチ
ララ
シシ
でで
しし
たた
。。
今今
のの

時時
代代
、、
一一
見見
豊豊
かか
にに
見見
ええ
まま
すす
がが
、、
食食
べべ
るる
のの
にに

もも
着着
るる
のの
にに
もも
苦苦
労労
しし
てて
いい
るる
子子
がが
居居
るる
ここ
とと
にに

思思
いい
がが
至至
っっ
たた
。。
そそ
れれ
がが
大大
きき
いい
でで
すす
ねね
。。 

第第 7722回回 

ここんんななににユユニニーーククなな方方がが。。 

丘丘丘丘のののの上上上上のののの人人人人  

 

地地
域域
のの
フフ
ァァ
ミミ
ママ
ささ
んん
なな
どど
にに
制制
服服
のの

寄寄
付付
がが
入入
るる
場場
合合
にに
はは
、、
日日
曜曜
日日
でで
もも
回回
収収

にに
行行
っっ
たた
りり
しし
てて
・・
・・
・・
とと
いい
うう
とと
ここ
ろろ
でで

すす
。。 自自

分分
のの
子子
どど
もも
のの
大大
会会
なな
どど
でで
応応
援援
にに

行行
くく
のの
がが
良良
いい
息息
抜抜
きき
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。

「「
一一
週週
間間
頑頑
張張
るる
ぞぞ
」」
とと
いい
うう
気気
持持
ちち
にに
なな

りり
まま
すす
ねね
。。 

ピピ
ンン
とと
、、
ひひ
らら
めめ
いい
てて
。。 

そそ
のの
よよ
うう
なな
ここ
とと
をを
知知
っっ
てて
「「
自自
分分
でで
もも
出出
来来

るる
ここ
とと
がが
無無
いい
かか
？？
」」
とと
数数
年年
はは
考考
ええ
てて
いい
まま
しし

たた
。。
そそ
んん
なな
時時
にに
テテ
レレ
ビビ
でで
観観
まま
しし
たた
。。 

四四
国国
にに
「「
ささ
くく
らら
やや
」」
とと
いい
うう
制制
服服
リリ
ユユ
ーー
スス

のの
店店
がが
ああ
るる
ここ
とと
をを
知知
っっ
てて
、、「「
ココ
レレ
だだ
！！
」」
とと
ひひ

らら
めめ
きき
まま
しし
たた
。。 

やや
がが
てて
決決
断断
のの
時時
がが
。。 

看看
護護
師師
とと
しし
てて
勤勤
めめ
てて
いい
まま
しし
てて
、、
なな
かか
なな
かか

踏踏
んん
切切
りり
がが
つつ
きき
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。「「
やや
っっ
てて
みみ
よよ

うう
かか
、、
いい
やや
、、
ここ
のの
まま
まま
看看
護護
師師
続続
けけ
よよ
うう
かか
」」

とと
三三
、、
四四
年年
はは
考考
ええ
てて
（（
笑笑
））。。 

自自
分分
のの
中中
でで
もも
考考
ええ
てて
考考
ええ
てて
、、
家家
族族
とと
もも
話話

しし
合合
っっ
てて
決決
断断
しし
まま
しし
たた
。。 

求求
めめ
らら
れれ
るる
事事
業業
でで
すす
。。 

制制
服服
っっ
てて
、、
３３
年年
着着
てて
もも
まま
だだ
まま
だだ
着着
らら
れれ
まま

すす
。。「「
ここ
んん
なな
にに
きき
れれ
いい
制制
服服
をを
安安
くく
買買
ええ
てて
良良
かか

っっ
たた
」」
とと
言言
っっ
てて
くく
だだ
ささ
るる
方方
もも
増増
ええ
てて
いい
まま
すす
。。 

おお
母母
ささ
んん
たた
ちち
にに
喜喜
んん
でで
もも
らら
ええ
てて
、、
やや
りり
甲甲

斐斐
にに
なな
っっ
てて
いい
まま
すす
。。 

一一
度度
きき
りり
のの
人人
生生
だだ
かか
らら
。。 

ここ
れれ
まま
でで
のの
収収
入入
はは
捨捨
てて
難難
かか
っっ
たた
でで
すす
がが
、、

切切
りり
詰詰
めめ
れれ
ばば
何何
とと
かか
でで
きき
るる
かか
もも
、、
とと
思思
っっ
てて
。。 

大大
変変
なな
おお
母母
ささ
んん
達達
のの
たた
めめ
にに
もも
、、
一一
度度
きき
りり

のの
人人
生生
だだ
かか
らら
、、「「
やや
りり
たた
いい
ここ
とと
をを
やや
っっ
てて
みみ
よよ

うう
」」
とと
決決
断断
しし
まま
しし
たた
。。
はは
いい
。。 

制制服服のの回回収収ボボッッククススをを 
色色んんなな場場所所にに置置いいてていいまますす。。 
賛賛同同ししてて下下ささるる事事業業所所ささんんがが 
どどんんどどんん増増ええてていいまますす。。 

店店でで制制服服をを買買いい取取りりししてていいまますす。。 
回回収収ボボッッククススののああるる店店舗舗・・事事業業所所でで寄寄付付ささ

れれたた制制服服をを回回収収ししてていいまますす。。 
そそししてて、、ウウチチのの店店でで格格安安でで販販売売ししてていいまますす。。 
皆皆ささんん忙忙ししいいののでで、、たたくくささんんのの会会社社・・事事業業

所所ささんん・・店店舗舗ななどどにに回回収収ボボッッククススをを置置いいてていい

たただだききたたいいでですす。。 

創創刊刊 66 周周年年ののごご挨挨拶拶 

「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」
をを
創創
刊刊
しし
てて
、、

つつ
いい
にに
６６
年年
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
読読
者者
のの
皆皆
ささ
んん

とと
広広
告告
をを
くく
だだ
ささ
っっ
たた
方方
々々
のの
おお
陰陰
でで
すす
。。 

ここ
れれ
まま
でで
、、
地地
域域
のの
方方
のの
ごご
活活
躍躍
、、
地地
域域
商商

店店
のの
紹紹
介介
なな
どど
をを
盛盛
りり
込込
んん
でで
まま
いい
りり
まま
しし

たた
がが
、、
今今
後後
もも
、、
楽楽
しし
くく
てて
読読
みみ
ごご
たた
ええ
ああ
るる

紙紙
面面
づづ
くく
りり
にに
努努
めめ
まま
すす
。。 

地地
域域
にに
眠眠
っっ
てて
いい
るる
話話
題題
をを
知知
るる
ここ
とと
はは
、、

地地
域域
のの
方方
々々
にに
「「
潤潤
いい
とと
喜喜
びび
」」
をを
与与
ええ
るる
。。

そそ
んん
なな
想想
いい
でで
継継
続続
しし
てて
来来
まま
しし
たた
。。 

微微
力力
でで
はは
ああ
りり
まま
すす
がが
、、
緑緑
がが
丘丘
地地
区区
のの
皆皆

ささ
んん
のの
楽楽
しし
みみ
のの
一一
助助
とと
なな
れれ
るる
よよ
うう
、、
発発
行行

継継
続続
にに
努努
めめ
まま
すす
。。 

応応
援援
のの
ほほ
どど
、、
よよ
ろろ
しし
くく
おお
願願
いい
申申
しし
上上
げげ

まま
すす
。。 

「「
緑緑
がが
丘丘
しし
んん
ぶぶ
んん 

丘丘
」」
編編
集集
室室 

一一
同同 

緑が丘校

校

▼ 能能開開セセンンタターーのの力力ををつつけけるるメメソソッッドド ▼

自分が「変わる」、自分を「変える」
冬。

緑が丘校

申込受付中！

はじめての方も大歓迎！

詳細・お問い合わせは、

こちらのＱＲから！ 

能開センター緑が丘校

冬期講習  １２/２５（土）～１/７（金）  

能能開開セセンンタターー緑緑がが丘丘校校がが開開校校ししてて今今年年でで 33 年年ににななりりまますす。。私私たたちち 

がが理理想想ととすするる授授業業はは、、「「厳厳ししささ・・熱熱気気・・大大笑笑いい」」のの授授業業でですす。。 

おお子子様様たたちちにに学学びびのの楽楽ししささをを伝伝ええ、、おお子子様様自自身身がが自自らら考考ええ、、自自らら 

行行動動ででききるるよよううにに日日々々指指導導ししてていいまますす。。個個性性ああふふれれるる先先生生たたちちがが 

待待っってていいまますす。。ぜぜひひ、、冬冬期期講講習習でで能能開開ををごご体体感感くくだだささいい。。 

小学４・５・６年生

中学生対象

責任者 吉田 航
吉田 航

一一 「「学学ぶぶおおももししろろささ」」がが伝伝わわるる授授業業をを追追及及ししまますす。。 

一一  学学習習状状況況ををししっっかかりり把把握握しし、、具具体体的的なな学学習習アアドドババイイススををししまますす。。 

一一 「「わわかかるる」」かからら「「ででききるる」」状状態態ににななるるままでで、、レレベベルルアアッッププ学学習習ししまますす。。 

一一 「「厳厳ししささ・・熱熱気気・・大大笑笑いい」」のの授授業業をを通通ししてて、、みみんんななでで高高めめああうう授授業業

をを目目指指ししまますす。。 

ささくくららやや盛盛岡岡店店 ブブロロググ 

回回収収ボボッッククススをを置置いいてて頂頂けけるる 
会会社社・・事事業業所所・・店店舗舗ささんんをを 
募募集集ししてていいまますす！！ 

ＰＰ

東東
北北
銀銀
行行
ささ
んん 

滝滝
沢沢
方方
面面
へへ 

緑緑
がが
丘丘
方方
面面
へへ 


